








■人材養成目標
①専門看護師（CNS）養成に対応したカリキュラム編成
　医療技術の高度化や社会のニーズの多様化・複雑化等に伴って、看護のあらゆる面においても複雑化・高度化・専門
化が進む中で、看護の特定分野における卓越した看護実践能力と総合的な調整能力を有する看護職者である専門看護師

（Certified Nurse Specialist：CNS）の必要性は、今後ますます必要とされています。こうした状況を受け、本研究科では、
専門看護師教育課程〈老年看護専攻、精神看護専攻、クリティカルケア看護専攻、小児看護専攻、母性看護専攻〉を設置
しています。

②看護管理者の養成
　看護が提供される場の多様化に伴い、従来の看護管理のあり方では対応が困難な事例も少なくありません。また、保健
医療福祉を担う専門職の多様化に対し、看護の現場においては多職種の連携が必然的に求められるようになっています。
こうした状況を受け、看護管理の課題を深く追究することが重要になっています。本研究科では、地域や保健医療福祉施
設等で総合的な調整能力を持つ有能な看護管理者や認定看護管理者を養成します。看護管理学専攻領域を修了し、日本看
護協会が定める受験資格を満たすことで、認定看護管理者認定審査を受けることができます。

③看護教育者・指導的看護職者の養成
　看護系大学・大学院の増加により、看護教育の需要が増しています。さらに、看護職者における生涯教育のあり方やキャ
リア開発の重要性・必要性も強く指摘されているところです。こうした中で、大学院において看護に関する高度で多元的
な教育・研究・実践の知識とスキルを持った人材の養成が重要になっています。このような状況を受け、本研究科では、
看護基礎教育、継続教育などの生涯教育を担うことのできる看護教育者・指導的看護職者を養成します。

④看護学の国際的研究の推進と国際舞台で活躍できる人材の養成

■カリキュラム
【修了要件】  次に記載する２つのコースとも標準修業年限は２年ですが、長期履修制度により３年とすることも

できます。各コースとも以下の条件を満たすと、修士（看護学）の学位が授与されます。
　　　　　①研究コース
　　　　　　博士前期課程研究コースの修了には、２年（長期履修の場合は３年）以上在学し、共通基礎科目 B

以外の講義科目から合計10単位以上に加え、専攻分野の専門教育科目の講義科目４単位以上およ
び演習科目６単位、特別研究10単位、合計30単位以上を修得し、修士論文を提出し、論文審査お
よび最終試験に合格すること。

　　　　　②専門看護師（老年看護）（精神看護）（クリティカルケア看護）（小児看護）（母性看護）コース
　　　　　　博士前期課程専門看護師コースの修了には、２年（長期履修の場合は３年）以上在学し、共通基

礎科目 A の必修２単位、選択必修６単位以上、共通基礎科目 B の必修６単位、専攻分野の専門
教育科目の講義科目および演習科目で合計14単位、実習10単位、課題研究８単位、合計46単位以
上を修得し、専門領域の課題についての修士論文を提出し、論文審査および最終試験に合格する
こと。
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【カリキュラム】　　＊2026年度予定

　国際化の進展に伴い、国際的な研究者の交流や共同研究などが盛んに行われ、また看護学における国際貢献も強く要請
されています。本学では、国際交流をはじめ、海外での調査を実施し、国際シンポジウムも開催しています。こうした実
績を踏まえ、本研究科では、国際的な看護活動へ広く深い理解を持った人材の養成を行います。

看護学研究科 看護学専攻（博士前期課程）

注 1）表中「＊」は専門看護師養成課程の科目を示す。
注 2）必修科目・選択科目の設定は所属するコースおよび専攻する分野・領域によって異なります。26
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■人材養成目標
①専門看護師（CNS）養成に対応したカリキュラム編成
　医療技術の高度化や社会のニーズの多様化・複雑化等に伴って、看護のあらゆる面においても複雑化・高度化・専門
化が進む中で、看護の特定分野における卓越した看護実践能力と総合的な調整能力を有する看護職者である専門看護師

（Certified Nurse Specialist：CNS）の必要性は、今後ますます必要とされています。こうした状況を受け、本研究科では、
専門看護師教育課程〈老年看護専攻、精神看護専攻、クリティカルケア看護専攻、小児看護専攻、母性看護専攻〉を設置
しています。

②看護管理者の養成
　看護が提供される場の多様化に伴い、従来の看護管理のあり方では対応が困難な事例も少なくありません。また、保健
医療福祉を担う専門職の多様化に対し、看護の現場においては多職種の連携が必然的に求められるようになっています。
こうした状況を受け、看護管理の課題を深く追究することが重要になっています。本研究科では、地域や保健医療福祉施
設等で総合的な調整能力を持つ有能な看護管理者や認定看護管理者を養成します。看護管理学専攻領域を修了し、日本看
護協会が定める受験資格を満たすことで、認定看護管理者認定審査を受けることができます。

③看護教育者・指導的看護職者の養成
　看護系大学・大学院の増加により、看護教育の需要が増しています。さらに、看護職者における生涯教育のあり方やキャ
リア開発の重要性・必要性も強く指摘されているところです。こうした中で、大学院において看護に関する高度で多元的
な教育・研究・実践の知識とスキルを持った人材の養成が重要になっています。このような状況を受け、本研究科では、
看護基礎教育、継続教育などの生涯教育を担うことのできる看護教育者・指導的看護職者を養成します。

④看護学の国際的研究の推進と国際舞台で活躍できる人材の養成

■カリキュラム
【修了要件】  次に記載する２つのコースとも標準修業年限は２年ですが、長期履修制度により３年とすることも

できます。各コースとも以下の条件を満たすと、修士（看護学）の学位が授与されます。
　　　　　①研究コース
　　　　　　博士前期課程研究コースの修了には、２年（長期履修の場合は３年）以上在学し、共通基礎科目 B

以外の講義科目から合計10単位以上に加え、専攻分野の専門教育科目の講義科目４単位以上およ
び演習科目６単位、特別研究10単位、合計30単位以上を修得し、修士論文を提出し、論文審査お
よび最終試験に合格すること。

　　　　　②専門看護師（老年看護）（精神看護）（クリティカルケア看護）（小児看護）（母性看護）コース
　　　　　　博士前期課程専門看護師コースの修了には、２年（長期履修の場合は３年）以上在学し、共通基

礎科目 A の必修２単位、選択必修６単位以上、共通基礎科目 B の必修６単位、専攻分野の専門
教育科目の講義科目および演習科目で合計14単位、実習10単位、課題研究８単位、合計46単位以
上を修得し、専門領域の課題についての修士論文を提出し、論文審査および最終試験に合格する
こと。
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実践看護応用学演習Ⅱ（精神） 
実践看護応用学実習Ⅰ（精神）
実践看護応用学実習Ⅱ-1（精神）
実践看護応用学実習Ⅱ-2（精神）
実践看護応用学特論Ⅰ（療養支援）
クリティカルケア看護特論
クリティカルケア家族看護論
クリティカルケア臨床判断総論
急性・重症患者病態生理学特論
クリティカルケア看護論Ⅰ
クリティカルケア看護論Ⅱ
クリティカルケア看護学演習Ⅰ
クリティカルケア看護学演習Ⅱ
実践看護応用学実習Ⅰ（クリティカルケア）
実践看護応用学実習Ⅱ（クリティカルケア）
実践看護応用学実習Ⅲ（クリティカルケア）
実践看護応用学合同演習Ⅰ（療養支援・精神・老年）
実践看護応用学合同演習Ⅱ（療養支援・精神・老年）
次世代育成看護学特論Ⅰ（小児）
次世代育成看護学特論Ⅱ（小児）
次世代育成看護学演習Ⅰ（小児） 
次世代育成看護学演習Ⅱ（小児）
次世代育成看護学演習Ⅲ（小児）
小児看護学特論Ⅰ
小児看護学特論Ⅱ
小児看護学特論Ⅲ
小児看護学特論Ⅳ
小児看護学特論Ⅴ
小児看護学演習Ⅰ
小児看護学演習Ⅱ
小児看護学実習Ⅰ
小児看護学実習Ⅱ
小児看護学実習Ⅲ
次世代育成看護学特論Ⅰ（周産期）
次世代育成看護学特論Ⅱ（ウィメンズヘルス）
次世代育成看護学Ⅰ（周産期看護）
次世代育成看護学Ⅱ（ウィメンズヘルス・ケア）
次世代育成看護学演習Ⅰ（周産期・ウィメンズヘルス）
次世代育成看護学演習Ⅱ（周産期・ウィメンズヘルス）
次世代育成看護学演習Ⅲ（周産期・ウィメンズヘルス）
次世代育成看護学実習Ⅰ-1（周産期看護）
次世代育成看護学実習Ⅰ-2（周産期看護） 
次世代育成看護学実習Ⅱ（ウィメンズヘルス・ケア）
看護管理学特論
看護管理学演習Ⅰ
看護管理学演習Ⅱ
看護管理学演習Ⅲ
国際看護学特論
国際看護学演習Ⅰ
国際看護学演習Ⅱ
国際看護学演習Ⅲ
地域看護学特論
地域看護学演習Ⅰ
地域看護学演習Ⅱ
地域看護学演習Ⅲ
特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ
特別研究Ⅲ
特別研究Ⅳ
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
課題研究Ⅲ
課題研究Ⅳ
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【カリキュラム】　　＊2026年度予定

　国際化の進展に伴い、国際的な研究者の交流や共同研究などが盛んに行われ、また看護学における国際貢献も強く要請
されています。本学では、国際交流をはじめ、海外での調査を実施し、国際シンポジウムも開催しています。こうした実
績を踏まえ、本研究科では、国際的な看護活動へ広く深い理解を持った人材の養成を行います。

看護学研究科 看護学専攻（博士前期課程）

注 1）表中「＊」は専門看護師養成課程の科目を示す。
注 2）必修科目・選択科目の設定は所属するコースおよび専攻する分野・領域によって異なります。 27
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■カリキュラムの特色
（1）カリキュラムの編成
　本学の大学院看護学研究科看護学専攻博士前期課程では、修了後の進路を明確にするために、２つのコースを
設定しています。１つ目は、本大学院を修了後、教育・研究・実践に携わる研究者や病院等で看護管理者や指導
的役割を担う人材の養成をめざすコース（研究コース）です。２つ目は、専門看護師の資格を取得するためのコー
ス（専門看護師コース）です。特に専門看護師コースでは、臨地実習を重視したカリキュラムを編成しています。
さらに、本研究科では、４つの分野（実践看護基礎学／実践看護応用学／次世代育成看護学／広域看護学）を設
定しています。大学院生は、いずれかの１分野を主たる専攻分野とすることで、対象のニーズに的確に応え得る
実践能力を持ち、なおかつ新しい看護の方法や看護学の新しい領域を研究・開発していける能力を身につけてい
きます。
　なお、専門看護師コースは、老年看護・精神看護・クリティカルケア看護・小児看護・母性看護を開設してい
ます。老年看護・精神看護・クリティカルケア看護は実践看護応用学分野を、小児看護・母性看護は次世代育成
看護学分野を主たる専攻分野とします。
　４分野の具体的な内容は、以下のとおりです。また、４分野のほかに「共通基礎科目A」群、「共通基礎科目B」
群を設置しています。
◆実践看護基礎学
　看護学は実践の科学であり、実践看護学の理論的体系化を進め、学問としての位置づけを明確にしていかなけ
ればなりません。そのため実践看護基礎学においては、その目的・対象・方法について再考し、人々の健康に関
与する実践看護学の基礎となる知識体系と実践体系を研究・開発します。また、看護職者の養成を担う看護教育
的側面についての研究・開発をします。講義や演習を通して、クライアント中心の看護を実現するためのあり方
や看護の教育について探究します。
◆実践看護応用学
　看護を提供する対象の特性によって、看護の方法が大きく変わることを前提に、本分野では、看護の対象、看
護実践場面の特性をとらえた実践方法の研究・開発および教育を行います。
　老年看護学においては、高齢社会の我が国において、高齢者のQOL（生活の質）の視点から援助体系を構築す
る必要性を考慮し、幅広い保健医療福祉・行政等からのアプローチを行い、社会のニーズに対応した老年看護の
方法に関する研究・開発を実施し、適切に実践と指導ができる専門職の養成を行います。
　精神看護学においては、複雑な現代社会において増加する、心の健康問題を抱える人々に対して、その健康障
害の成り立ちや構造を解明し、生活者が主体的に健康生活を志向する看護方法を開発するとともに、その実践が
できる人材を養成します。
　療養支援看護学においては、プレホスピタルから看取りまでのあらゆる健康レベルにある対象とその家族が、
より質の高い療養生活を営むための看護方法について考究します。
◆次世代育成看護学
　少子社会では、人口減少だけではなく、次世代育成に関して、親性の発達、育児能力の獲得、児童虐待、子ど
もの健康障害など、多くの社会問題を生み出しています。これらに対しては、保健医療福祉分野のみならず、教
育・行政等からのアプローチも必要であり、看護の受け持つ分野も大きいことが認められています。そこで、次
世代を健康に育成していくための看護方法の研究・開発を行うとともに、看護専門職者としての実践能力および
指導能力を備えた人材を養成します。小児看護学と母性看護学の領域があります。
◆広域看護学
　看護に対する社会からの期待や要請は、近年その内容が変化していますが、こうした変化に対する看護の役割・
機能を遂行し、発展させるための方法の研究・開発と人材養成を行う分野です。
　また、社会における看護の機能は、①看護を実践する上でのケア提供システムの構築や政策提言につながる看
護管理的側面、②国内における異文化の人への看護、あるいは国外における看護ニーズに対応するための研究・
開発的側面、③人々が住み慣れた土地で、平常時、非常時に関わらず人生の最期まで豊かな生活を送ることがで
きるように、個人および集団への支援や制度の創設・ケアネットワークの構築などの地域特性との関連性を中核
にした看護の方法を研究・開発する地域看護的側面があります。こうした側面へのアプローチを行っていくため
に、看護管理学、国際看護学、地域看護学の領域を設定します。
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◆共通基礎科目群
　看護学研究および人材養成について、幅広い視点を持って進めるために、大学院生がそれぞれの目的や研究の
方向に沿って必要な学習ができるように「共通基礎科目 A」群、「共通基礎科目 B」群を開講しています。また、
この科目群において、日本看護系大学協議会による専門看護師教育課程審査基準要項に基づく、専門看護師共通
科目を中心とした教育・研究を行います。

（2）教育・研究上の特色
◆専門看護師コースの特色
　専門看護師コースでは、それぞれの専門分野で必要な卓越した看護実践能力、倫理的判断能力、総合的な調整
能力等を開発するための実習を行います。実習は、各自の専攻領域（研究テーマ）に応じて、研究指導教員と相
談の上、課題・実習計画を定め、研究指導教員の指導のもとで実施します。実習の場所や期間は、専攻領域や研
究テーマ、能力等に応じて決定します。実習にあたっては、実習施設に対し、大学院生の専攻領域で看護実践の
経験が豊富で、高度な知識、コンサルテーション、調整などを行うことができる実習指導者を委嘱します。
　また、専門看護師コースでは、特定の課題についての研究成果（課題研究報告書）をもって、修士論文に代え
ることができます。この場合、大学院生は看護の現場における実践を通した詳細な事例研究と検証を行い、これ
に対し、研究指導教員は定期的に実習状況・内容、レポートなどによる評価を行い、大学院生に対するスーパー
バイズを行います。

◆養護教諭専修免許課程を設置
　入学前に養護教諭一種免許状を有する場合、または所要資格を得ている場合、本研究科において必要な科目を
履修することにより、養護教諭専修免許状が取得できます。また、2016 年に教育職員免許法が改正されたため、
2018 年度以前に大学に入学し、既に卒業し、学生の身分を継続されていなかった人が、大学院に入学し専修免許
状の取得を希望する場合、一部科目について学部での履修が必要になります。
　資格取得に関する詳細は、教職保育職支援センター（TEL. 075-574-4434）までお問い合わせください。

修了生の声
看護学研究科　看護学専攻　博士前期課程　老年看護専門看護師コース修了　森藤　梢

　高齢者看護に迷いや無力感を抱いた臨床経験から、より質の高いケアを実践できる力を求め

大学院へ進学しました。育児との両立に不安もありましたが、長期履修制度や先生方・仲間に

支えられ、多様な視点や価値観に触れながら看護の本質と自身に深く向き合えた３年間でした。

座学・実習・研究を通して臨床の課題を深く掘り下げて探究し、実践に直結する深い学びを得

た経験は、私の看護を根底から支える大きな糧となっています。
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修了生の声

看護学研究科　看護学専攻　博士前期課程　老年看護専門看護師コース修了　森藤　梢

　高齢者看護に迷いや無力感を抱いた臨床経験から、より質の高いケアを実践できる力を求め大
学院へ進学しました。育児との両立に不安もありましたが、長期履修制度や先生方・仲間に支え
られ、多様な視点や価値観に触れながら看護の本質と自身に深く向き合えた３年間でした。座学・
実習・研究を通して臨床の課題を深く掘り下げて探究し、実践に直結する深い学びを得た経験は、
私の看護を根底から支える大きな糧となっています。

◆共通基礎科目群
　看護学研究および人材養成について、幅広い視点を持って進めるために、大学院生がそれぞれの目的や研究の
方向に沿って必要な学習ができるように「共通基礎科目 A」群、「共通基礎科目 B」群を開講しています。また、
この科目群において、日本看護系大学協議会による専門看護師教育課程審査基準要項に基づく、専門看護師共通
科目を中心とした教育・研究を行います。

（2）教育・研究上の特色
◆専門看護師コースの特色
　専門看護師コースでは、それぞれの専門分野で必要な卓越した看護実践能力、倫理的判断能力、総合的な調整
能力等を開発するための実習を行います。実習は、各自の専攻領域（研究テーマ）に応じて、研究指導教員と相
談の上、課題・実習計画を定め、研究指導教員の指導のもとで実施します。実習の場所や期間は、専攻領域や研
究テーマ、能力等に応じて決定します。実習にあたっては、実習施設に対し、大学院生の専攻領域で看護実践の
経験が豊富で、高度な知識、コンサルテーション、調整などを行うことができる実習指導者を委嘱します。
　また、専門看護師コースでは、特定の課題についての研究成果（課題研究報告書）をもって、修士論文に代え
ることができます。この場合、大学院生は看護の現場における実践を通した詳細な事例研究と検証を行い、これ
に対し、研究指導教員は定期的に実習状況・内容、レポートなどによる評価を行い、大学院生に対するスーパー
バイズを行います。

◆養護教諭専修免許課程を設置
　入学前に養護教諭一種免許状を有する場合、または所要資格を得ている場合、本研究科において必要な科目を
履修することにより、養護教諭専修免許状が取得できます。また、2016 年に教育職員免許法が改正されたため、
2018 年度以前に大学に入学し、既に卒業し、学生の身分を継続されていなかった人が、大学院に入学し専修免許
状の取得を希望する場合、一部科目について学部での履修が必要になります。
　資格取得に関する詳細は、教職保育職支援センター（TEL. 075-574-4434）までお問い合わせください。

修了生の声
看護学研究科　看護学専攻　博士前期課程　老年看護専門看護師コース修了　森藤　梢

　高齢者看護に迷いや無力感を抱いた臨床経験から、より質の高いケアを実践できる力を求め

大学院へ進学しました。育児との両立に不安もありましたが、長期履修制度や先生方・仲間に

支えられ、多様な視点や価値観に触れながら看護の本質と自身に深く向き合えた３年間でした。

座学・実習・研究を通して臨床の課題を深く掘り下げて探究し、実践に直結する深い学びを得

た経験は、私の看護を根底から支える大きな糧となっています。
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■人材養成目標
看護学の研究としてヘルスケアの成果を示すことにつながるアウトカムリサーチを志向した研究活動を行い、

高度な専門的業務に従事し医療の質改善に必要な研究能力およびその基礎となる豊かな学識を備えた人材を養成
します。
①アウトカムリサーチを志向する研究者の養成
看護実践の質の改善に向けたエビデンスを創造し、医療の質を改善する改革を進めていく原動力となる研究を
自立して実施できる高度な研究能力を持つアウトカムリサーチ志向型研究者を養成します。

②組織やケアシステムを変革・構築できる高度な看護管理者の養成
看護ケアの質の管理やスタッフ看護職の実践を研究的にデータ化し、高度専門職業人を活用する効果的な人事
管理ができ、アウトカムマネジメントの役割を担う高度な看護管理者（トップマネージャー）を養成します。

③高等教育機関における看護教育者の養成
研究成果を活用した最新のエビデンスをもとに教育を担うと同時に、看護学研究者として看護学の知の創造が
でき、学問体系の構築と学問の発展に貢献できる看護教育者を養成します。

■カリキュラム ＊2026年度予定

●コースワークとリサーチワークを連動させ、高度な専門性と学際性のバランスの取れた編成としています。
また、多様な専門分野の研究者・教育者、先駆的な実践事例を持つ保健医療福祉に関わる実践者により教育・
研究指導を行います。

【修了要件】  博士後期課程の修了には、３年以上（長期履修の場合は４年以上）在学し、共通科目から２単位（必
修）、専門科目から２単位以上、特別研究を10単位（必修）、合計14単位以上を修得し、博士論文の
審査および最終試験に合格すること。

科　目　区　分 授　　業　　科　　目 配 当年次 授業形態単位数
必修 選択

共通科目 看護実践研究方法論

専門科目

実践看護基礎学特論演習
実践看護応用学特論演習
次世代育成看護学特論演習
広域看護学特論演習

特別研究

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ １
特別研究Ⅱ ２
特別研究Ⅲ １
特別研究Ⅲ ２

１前
１後
１後
１後
１後
１通年
２前
２後
３前
３後

２

２
２
２
２
２

演習
演習
演習
演習
演習

２
２
２
２

講義
演習
演習
演習
演習

■専攻分野および教員紹介
分　野

実践看護基礎学

実践看護応用学

教　授　 梶谷 佳子

教　授　 征矢野 あや子
教　授　 松本 賢哉
教　授　 河原 宣子
教　授　 堀 妙子
教　授　 工藤 里香

教　授　 藤本 幸三

基礎看護
看護教育
老年看護
精神看護
在宅看護
小児看護
母性看護
看護管理
国際看護
地域看護

kajitani@tachibana-u.ac.jp

soyano@tachibana-u.ac.jp
matsumoto-k@tachibana-u.ac.jp
kawahara-n@tachibana-u.ac.jp
hori@tachibana-u.ac.jp
kudo-r@tachibana-u.ac.jp

fujimoto-ko@tachibana-u.ac.jp

担当教員 メールアドレス研究領域

次世代育成看護学

広域看護学

※事前相談を希望する方は、各領域の教員（研究指導担当教員）に直接連絡してください。 （2025年６月現在）

◆社会人受け入れのための履修形態の弾力化

　また、標準修業年限は博士前期課程では２年、博士後期課程では３年ですが、病院等の臨床のキャリアを継続
しながら通学できるように、博士前期課程では３年、博士後期課程では４年の長期履修制度も導入しています。

　医療・看護分野における高度な専門的知識・能力を持つ人材の養成については、特に病院などの医療機関で勤
務する現職の看護職者の生涯教育・卒後教育やキャリア開発としても重要であるという観点から、本研究科で
は、勤務の都合上昼間だけでは学修が困難と予測される人のために、履修形態を弾力化し、土曜日や平日の５・
６講時にも授業を行うとともに、一定期間の集中的な開講や教育・研究指導などを実施して履修の便宜をはかっ
ています。

◆複数教員による研究指導体制
　本研究科では、看護学における新たな教育・研究領域を設定し、従来とは異なる側面から看護学へアプローチ
を進めていくために、広範な視野と多様な視点からの研究指導が行えるように、研究指導においては、学生一人
ひとりに対し、専門性・学術性を深めるための主研究指導教員１名と、それを補佐し学術的視野を広めるための
副研究指導教員からなる複数教員による指導体制を採用しています。
主研究指導教員は、副研究指導教員と適切に連携を取りながら、大学院生の研究テーマの決定、研究の実施、

論文の作成、論文審査等の学生指導を進めていきます。

看護学研究科 看護学専攻（博士後期課程） 看護学研究科共通の制度

◆TA（ティーチング・アシスタント）制度
　きめ細かな指導を行い教育・研究水準の向上をめざすため、大学院生が担当教員の指導に基づいて学部科目
の授業補助を行うティーチング・アシスタント（TA）制度を設けています。教育職や研究職をめざす大学院
生にとって貴重な経験ができます。

◆大学院生研究室の設置と研究環境

＊図書館開館時間…平日8：45～20：30、土曜日8：45～17：15（休講日は平日8：45～17：15、土曜日8：45～17：15）
＊情報メディアデスク開室時間…平日8：45～19：30（休講期平日8：45～17：15）

土曜日（休講期含む）8：45～17：15（電話・メールでの問い合わせのみ）
＊日曜日・国民の休日等、開館・開室しない日もあります。詳細はホームページでご確認ください。

共用机・ロッカー・パソコン・プリンタを備えた大学院生研究室が設置されています。
また、図書館、および専門スタッフが常駐しマルチメディア環境を整えた情報メディアデスクが大学院生の支
援を行っています。大学院生には PC のログインアカウントと Microsoft アカウント（Teams、Outlook、
OneDrive など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。
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分　野 研究領域 担当教員 メールアドレス

実践看護基礎学
基礎看護 教　授　梶谷 佳子 kajitani@tachibana-u.ac.jp
看護教育 教　授　野島 敬祐 nojima@tachibana-u.ac.jp

実践看護応用学

老年看護 教　授　征矢野 あや子 soyano@tachibana-u.ac.jp
精神看護 教　授　松本 賢哉 matsumoto-k@tachibana-u.ac.jp
成人看護 教　授　奥野 信行 okuno-n@tachibana-u.ac.jp
在宅看護 教　授　河原 宣子 kawahara-n@tachibana-u.ac.jp

次世代育成看護学
小児看護 教　授　堀 妙子 hori@tachibana-u.ac.jp
母性看護 教　授　工藤 里香 kudo-r@tachibana-u.ac.jp

広域看護学
看護管理

教　授　河原 宣子 kawahara-n@tachibana-u.ac.jp国際看護
地域看護

※事前相談を希望する方は、各領域の教員（研究指導担当教員）に直接連絡してください。� （2026年６月現在）

＊2027年度予定
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■人材養成目標
看護学の研究としてヘルスケアの成果を示すことにつながるアウトカムリサーチを志向した研究活動を行い、

高度な専門的業務に従事し医療の質改善に必要な研究能力およびその基礎となる豊かな学識を備えた人材を養成
します。
①アウトカムリサーチを志向する研究者の養成
看護実践の質の改善に向けたエビデンスを創造し、医療の質を改善する改革を進めていく原動力となる研究を
自立して実施できる高度な研究能力を持つアウトカムリサーチ志向型研究者を養成します。

②組織やケアシステムを変革・構築できる高度な看護管理者の養成
看護ケアの質の管理やスタッフ看護職の実践を研究的にデータ化し、高度専門職業人を活用する効果的な人事
管理ができ、アウトカムマネジメントの役割を担う高度な看護管理者（トップマネージャー）を養成します。

③高等教育機関における看護教育者の養成
研究成果を活用した最新のエビデンスをもとに教育を担うと同時に、看護学研究者として看護学の知の創造が
でき、学問体系の構築と学問の発展に貢献できる看護教育者を養成します。

■カリキュラム ＊2026年度予定

●コースワークとリサーチワークを連動させ、高度な専門性と学際性のバランスの取れた編成としています。
また、多様な専門分野の研究者・教育者、先駆的な実践事例を持つ保健医療福祉に関わる実践者により教育・
研究指導を行います。

【修了要件】  博士後期課程の修了には、３年以上（長期履修の場合は４年以上）在学し、共通科目から２単位（必
修）、専門科目から２単位以上、特別研究を10単位（必修）、合計14単位以上を修得し、博士論文の
審査および最終試験に合格すること。

科　目　区　分 授　　業　　科　　目 配 当年次 授業形態単位数
必修 選択

共通科目 看護実践研究方法論

専門科目

実践看護基礎学特論演習
実践看護応用学特論演習
次世代育成看護学特論演習
広域看護学特論演習

特別研究

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ １
特別研究Ⅱ ２
特別研究Ⅲ １
特別研究Ⅲ ２

１前
１後
１後
１後
１後
１通年
２前
２後
３前
３後

２

２
２
２
２
２

演習
演習
演習
演習
演習

２
２
２
２

講義
演習
演習
演習
演習

■専攻分野および教員紹介
分　野

実践看護基礎学

実践看護応用学

教　授　 梶谷 佳子

教　授　 征矢野 あや子
教　授　 松本 賢哉
教　授　 河原 宣子
教　授　 堀 妙子
教　授　 工藤 里香

教　授　 藤本 幸三

基礎看護
看護教育
老年看護
精神看護
在宅看護
小児看護
母性看護
看護管理
国際看護
地域看護

kajitani@tachibana-u.ac.jp

soyano@tachibana-u.ac.jp
matsumoto-k@tachibana-u.ac.jp
kawahara-n@tachibana-u.ac.jp
hori@tachibana-u.ac.jp
kudo-r@tachibana-u.ac.jp

fujimoto-ko@tachibana-u.ac.jp

担当教員 メールアドレス研究領域

次世代育成看護学

広域看護学

※事前相談を希望する方は、各領域の教員（研究指導担当教員）に直接連絡してください。 （2025年６月現在）

◆社会人受け入れのための履修形態の弾力化

　また、標準修業年限は博士前期課程では２年、博士後期課程では３年ですが、病院等の臨床のキャリアを継続
しながら通学できるように、博士前期課程では３年、博士後期課程では４年の長期履修制度も導入しています。

　医療・看護分野における高度な専門的知識・能力を持つ人材の養成については、特に病院などの医療機関で勤
務する現職の看護職者の生涯教育・卒後教育やキャリア開発としても重要であるという観点から、本研究科で
は、勤務の都合上昼間だけでは学修が困難と予測される人のために、履修形態を弾力化し、土曜日や平日の５・
６講時にも授業を行うとともに、一定期間の集中的な開講や教育・研究指導などを実施して履修の便宜をはかっ
ています。

◆複数教員による研究指導体制
　本研究科では、看護学における新たな教育・研究領域を設定し、従来とは異なる側面から看護学へアプローチ
を進めていくために、広範な視野と多様な視点からの研究指導が行えるように、研究指導においては、学生一人
ひとりに対し、専門性・学術性を深めるための主研究指導教員１名と、それを補佐し学術的視野を広めるための
副研究指導教員からなる複数教員による指導体制を採用しています。
主研究指導教員は、副研究指導教員と適切に連携を取りながら、大学院生の研究テーマの決定、研究の実施、

論文の作成、論文審査等の学生指導を進めていきます。

看護学研究科 看護学専攻（博士後期課程） 看護学研究科共通の制度

◆TA（ティーチング・アシスタント）制度
　きめ細かな指導を行い教育・研究水準の向上をめざすため、大学院生が担当教員の指導に基づいて学部科目
の授業補助を行うティーチング・アシスタント（TA）制度を設けています。教育職や研究職をめざす大学院
生にとって貴重な経験ができます。

◆大学院生研究室の設置と研究環境

＊図書館開館時間…平日8：45～20：30、土曜日8：45～17：15（休講日は平日8：45～17：15、土曜日8：45～17：15）
＊情報メディアデスク開室時間…平日8：45～19：30（休講期平日8：45～17：15）

土曜日（休講期含む）8：45～17：15（電話・メールでの問い合わせのみ）
＊日曜日・国民の休日等、開館・開室しない日もあります。詳細はホームページでご確認ください。

共用机・ロッカー・パソコン・プリンタを備えた大学院生研究室が設置されています。
また、図書館、および専門スタッフが常駐しマルチメディア環境を整えた情報メディアデスクが大学院生の支
援を行っています。大学院生には PC のログインアカウントと Microsoft アカウント（Teams、Outlook、
OneDrive など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。
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■人材養成目標
　看護学の研究としてヘルスケアの成果を示すことにつながるアウトカムリサーチを志向した研究活動を行い、
高度な専門的業務に従事し医療の質改善に必要な研究能力およびその基礎となる豊かな学識を備えた人材を養成
します。
①アウトカムリサーチを志向する研究者の養成
　看護実践の質の改善に向けたエビデンスを創造し、医療の質を改善する改革を進めていく原動力となる研究を

自立して実施できる高度な研究能力を持つアウトカムリサーチ志向型研究者を養成します。
②組織やケアシステムを変革・構築できる高度な看護管理者の養成
　看護ケアの質の管理やスタッフ看護職の実践を研究的にデータ化し、高度専門職業人を活用する効果的な人事

管理ができ、アウトカムマネジメントの役割を担う高度な看護管理者（トップマネージャー）を養成します。
③高等教育機関における看護教育者の養成
　研究成果を活用した最新のエビデンスをもとに教育を担うと同時に、看護学研究者として看護学の知の創造が

でき、学問体系の構築と学問の発展に貢献できる看護教育者を養成します。

■カリキュラム　　＊2026年度予定
●コースワークとリサーチワークを連動させ、高度な専門性と学際性のバランスの取れた編成としています。

また、多様な専門分野の研究者・教育者、先駆的な実践事例を持つ保健医療福祉に関わる実践者により教育・
研究指導を行います。

【修了要件】  博士後期課程の修了には、３年以上（長期履修の場合は４年以上）在学し、共通科目から２単位（必
修）、専門科目から２単位以上、特別研究を10単位（必修）、合計14単位以上を修得し、博士論文の
審査および最終試験に合格すること。

科　目　区　分 授　　業　　科　　目 配 当 回 生 授業形態単位数
必修 選択

共通科目 看護実践研究方法論

専門科目

実践看護基礎学特論演習
実践看護応用学特論演習
次世代育成看護学特論演習
広域看護学特論演習

特別研究

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ １
特別研究Ⅱ ２
特別研究Ⅲ １
特別研究Ⅲ ２

１前
１後
１後
１後
１後
１通年
２前
２後
３前
３後

２

２
２
２
２
２

演習
演習
演習
演習
演習

２
２
２
２

講義
演習
演習
演習
演習

■専攻分野および教員紹介
分　野

実践看護基礎学

実践看護応用学

教　授　 梶谷 佳子

教　授　 征矢野 あや子
教　授　 松本 賢哉
教　授　 河原 宣子
教　授　 堀 妙子
教　授　 工藤 里香

教　授　 藤本 幸三

基礎看護
看護教育
老年看護
精神看護
在宅看護
小児看護
母性看護
看護管理
国際看護
地域看護

kajitani@tachibana-u.ac.jp

soyano@tachibana-u.ac.jp
matsumoto-k@tachibana-u.ac.jp
kawahara-n@tachibana-u.ac.jp
hori@tachibana-u.ac.jp
kudo-r@tachibana-u.ac.jp

fujimoto-ko@tachibana-u.ac.jp

担当教員 メールアドレス研究領域

次世代育成看護学

広域看護学

※事前相談を希望する方は、各領域の教員（研究指導担当教員）に直接連絡してください。 （2025年６月現在）

◆社会人受け入れのための履修形態の弾力化

　また、標準修業年限は博士前期課程では２年、博士後期課程では３年ですが、病院等の臨床のキャリアを継続
しながら通学できるように、博士前期課程では３年、博士後期課程では４年の長期履修制度も導入しています。

　医療・看護分野における高度な専門的知識・能力を持つ人材の養成については、特に病院などの医療機関で勤
務する現職の看護職者の生涯教育・卒後教育やキャリア開発としても重要であるという観点から、本研究科で
は、勤務の都合上昼間だけでは学修が困難と予測される人のために、履修形態を弾力化し、土曜日や平日の５・
６講時にも授業を行うとともに、一定期間の集中的な開講や教育・研究指導などを実施して履修の便宜をはかっ
ています。

◆複数教員による研究指導体制
　本研究科では、看護学における新たな教育・研究領域を設定し、従来とは異なる側面から看護学へアプローチ
を進めていくために、広範な視野と多様な視点からの研究指導が行えるように、研究指導においては、学生一人
ひとりに対し、専門性・学術性を深めるための主研究指導教員１名と、それを補佐し学術的視野を広めるための
副研究指導教員からなる複数教員による指導体制を採用しています。
　主研究指導教員は、副研究指導教員と適切に連携を取りながら、大学院生の研究テーマの決定、研究の実施、
論文の作成、論文審査等の学生指導を進めていきます。

看護学研究科 看護学専攻（博士後期課程） 看護学研究科共通の制度

◆TA（ティーチング・アシスタント）制度
　きめ細かな指導を行い教育・研究水準の向上をめざすため、大学院生が担当教員の指導に基づいて学部科目
の授業補助を行うティーチング・アシスタント（TA）制度を設けています。教育職や研究職をめざす大学院
生にとって貴重な経験ができます。

◆大学院生研究室の設置と研究環境

＊図書館開館時間…平日8：45～20：30、土曜日8：45～17：15（休講日は平日8：45～17：15、土曜日8：45～17：15）
＊情報メディアデスク開室時間…平日8：45～19：30（休講期平日8：45～17：15）
   　 土曜日（休講期含む）8：45～17：15（電話・メールでの問い合わせのみ）
＊日曜日・国民の休日等、開館・開室しない日もあります。詳細はホームページでご確認ください。

　共用机・ロッカー・パソコン・プリンタを備えた大学院生研究室が設置されています。
　また、図書館、および専門スタッフが常駐しマルチメディア環境を整えた情報メディアデスクが大学院生の支
援を行っています。大学院生には PC のログインアカウントと Microsoft アカウント（Teams、Outlook、
OneDrive など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。

◆科目等履修生制度（博士前期課程のみ）
　大学院に在籍しなくても、看護学専攻（博士前期課程）の開講科目を履修し、単位を修得することのできる
「科目等履修生制度」を設けています。選考を経た上で履修を許可する科目は、「共通基礎科目A」群の科目
で、1年間に12単位を上限としています。その後、本学大学院に入学した場合、科目等履修生として修得した科目
は、10単位を上限に、申請により大学院の単位として認定することが可能です。なお、この科目等履修生制度で
単位を修得しただけでは、本学の修士の学位を取得することはできません。
　科目等履修生制度の詳細は、以下の本学ホームページをご確認ください。
　　→https://www.tachibana-u.ac.jp/lifelong/completion/index.html

◆研究生制度
　本学大学院は研究および教育に支障のない範囲で、研究生の受け入れを行っています。研究生は、特定の研究
テーマについて、本学大学院の指導教員のもとで研究を行います。研究期間は、４月からの１年間、または前期
か後期の半期となります。所定の研究を終了したときには、申請によって研究事項や研究期間などについて、証
明書を交付します。
　なお、研究生としての期間満了後、引き続き研究生を希望する場合は、次年度の募集要項に従い、あらためて
選考を受ける必要があります。
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■人材養成目標
　看護学の研究としてヘルスケアの成果を示すことにつながるアウトカムリサーチを志向した研究活動を行い、
高度な専門的業務に従事し医療の質改善に必要な研究能力およびその基礎となる豊かな学識を備えた人材を養成
します。
①アウトカムリサーチを志向する研究者の養成
　看護実践の質の改善に向けたエビデンスを創造し、医療の質を改善する改革を進めていく原動力となる研究を

自立して実施できる高度な研究能力を持つアウトカムリサーチ志向型研究者を養成します。
②組織やケアシステムを変革・構築できる高度な看護管理者の養成
　看護ケアの質の管理やスタッフ看護職の実践を研究的にデータ化し、高度専門職業人を活用する効果的な人事

管理ができ、アウトカムマネジメントの役割を担う高度な看護管理者（トップマネージャー）を養成します。
③高等教育機関における看護教育者の養成
　研究成果を活用した最新のエビデンスをもとに教育を担うと同時に、看護学研究者として看護学の知の創造が

でき、学問体系の構築と学問の発展に貢献できる看護教育者を養成します。

■カリキュラム　　＊2026年度予定
●コースワークとリサーチワークを連動させ、高度な専門性と学際性のバランスの取れた編成としています。

また、多様な専門分野の研究者・教育者、先駆的な実践事例を持つ保健医療福祉に関わる実践者により教育・
研究指導を行います。

【修了要件】  博士後期課程の修了には、３年以上（長期履修の場合は４年以上）在学し、共通科目から２単位（必
修）、専門科目から２単位以上、特別研究を10単位（必修）、合計14単位以上を修得し、博士論文の
審査および最終試験に合格すること。

科　目　区　分 授　　業　　科　　目 配 当 回 生 授業形態単位数
必修 選択

共通科目 看護実践研究方法論

専門科目

実践看護基礎学特論演習
実践看護応用学特論演習
次世代育成看護学特論演習
広域看護学特論演習

特別研究

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ １
特別研究Ⅱ ２
特別研究Ⅲ １
特別研究Ⅲ ２

１前
１後
１後
１後
１後
１通年
２前
２後
３前
３後

２

２
２
２
２
２

演習
演習
演習
演習
演習

２
２
２
２

講義
演習
演習
演習
演習

■専攻分野および教員紹介
分　野

実践看護基礎学

実践看護応用学

教　授　 梶谷 佳子

教　授　 征矢野 あや子
教　授　 松本 賢哉
教　授　 河原 宣子
教　授　 堀 妙子
教　授　 工藤 里香

教　授　 藤本 幸三

基礎看護
看護教育
老年看護
精神看護
在宅看護
小児看護
母性看護
看護管理
国際看護
地域看護

kajitani@tachibana-u.ac.jp

soyano@tachibana-u.ac.jp
matsumoto-k@tachibana-u.ac.jp
kawahara-n@tachibana-u.ac.jp
hori@tachibana-u.ac.jp
kudo-r@tachibana-u.ac.jp

fujimoto-ko@tachibana-u.ac.jp

担当教員 メールアドレス研究領域

次世代育成看護学

広域看護学

※事前相談を希望する方は、各領域の教員（研究指導担当教員）に直接連絡してください。 （2025年６月現在）

◆社会人受け入れのための履修形態の弾力化

　また、標準修業年限は博士前期課程では２年、博士後期課程では３年ですが、病院等の臨床のキャリアを継続
しながら通学できるように、博士前期課程では３年、博士後期課程では４年の長期履修制度も導入しています。

　医療・看護分野における高度な専門的知識・能力を持つ人材の養成については、特に病院などの医療機関で勤
務する現職の看護職者の生涯教育・卒後教育やキャリア開発としても重要であるという観点から、本研究科で
は、勤務の都合上昼間だけでは学修が困難と予測される人のために、履修形態を弾力化し、土曜日や平日の５・
６講時にも授業を行うとともに、一定期間の集中的な開講や教育・研究指導などを実施して履修の便宜をはかっ
ています。

◆複数教員による研究指導体制
　本研究科では、看護学における新たな教育・研究領域を設定し、従来とは異なる側面から看護学へアプローチ
を進めていくために、広範な視野と多様な視点からの研究指導が行えるように、研究指導においては、学生一人
ひとりに対し、専門性・学術性を深めるための主研究指導教員１名と、それを補佐し学術的視野を広めるための
副研究指導教員からなる複数教員による指導体制を採用しています。
　主研究指導教員は、副研究指導教員と適切に連携を取りながら、大学院生の研究テーマの決定、研究の実施、
論文の作成、論文審査等の学生指導を進めていきます。

看護学研究科 看護学専攻（博士後期課程） 看護学研究科共通の制度

◆TA（ティーチング・アシスタント）制度
　きめ細かな指導を行い教育・研究水準の向上をめざすため、大学院生が担当教員の指導に基づいて学部科目
の授業補助を行うティーチング・アシスタント（TA）制度を設けています。教育職や研究職をめざす大学院
生にとって貴重な経験ができます。

◆大学院生研究室の設置と研究環境

＊図書館開館時間…平日8：45～20：30、土曜日8：45～17：15（休講日は平日8：45～17：15、土曜日8：45～17：15）
＊情報メディアデスク開室時間…平日8：45～19：30（休講期平日8：45～17：15）
   　 土曜日（休講期含む）8：45～17：15（電話・メールでの問い合わせのみ）
＊日曜日・国民の休日等、開館・開室しない日もあります。詳細はホームページでご確認ください。

　共用机・ロッカー・パソコン・プリンタを備えた大学院生研究室が設置されています。
　また、図書館、および専門スタッフが常駐しマルチメディア環境を整えた情報メディアデスクが大学院生の支
援を行っています。大学院生には PC のログインアカウントと Microsoft アカウント（Teams、Outlook、
OneDrive など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。

◆科目等履修生制度（博士前期課程のみ）
　大学院に在籍しなくても、看護学専攻（博士前期課程）の開講科目を履修し、単位を修得することのできる
「科目等履修生制度」を設けています。選考を経た上で履修を許可する科目は、「共通基礎科目A」群の科目
で、1年間に12単位を上限としています。その後、本学大学院に入学した場合、科目等履修生として修得した科目
は、10単位を上限に、申請により大学院の単位として認定することが可能です。なお、この科目等履修生制度で
単位を修得しただけでは、本学の修士の学位を取得することはできません。
　科目等履修生制度の詳細は、以下の本学ホームページをご確認ください。
　　→https://www.tachibana-u.ac.jp/lifelong/completion/index.html

◆研究生制度
　本学大学院は研究および教育に支障のない範囲で、研究生の受け入れを行っています。研究生は、特定の研究
テーマについて、本学大学院の指導教員のもとで研究を行います。研究期間は、４月からの１年間、または前期
か後期の半期となります。所定の研究を終了したときには、申請によって研究事項や研究期間などについて、証
明書を交付します。
　なお、研究生としての期間満了後、引き続き研究生を希望する場合は、次年度の募集要項に従い、あらためて
選考を受ける必要があります。
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◆大学院生研究室の設置と研究環境
　共用机・ロッカーを備えた大学院生研究室が設置されています。
　大学院生にはPCのログインアカウントとMicrosoftアカウント（Teams、Outlook、OneDrive、Word、Excel
など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。図書館および情報
メディアデスクには専門スタッフが常駐し、学修・研究の支援を行っています。
　また、大学院研究室には図書館が研究図書を、情報メディアデスクがパソコン・プリンタを設置しています。
＊図書館開館時間…平日8:45～20:30（休講期は8:45～17:15、２月は8:45～19:30）
　　　　　　　　　土曜日（休講期含む）8:45～17:15
＊情報メディアデスク開室時間…平日8:45～19:30（休講期は8:45～17:15）
　　　　　　　　　　　　　　　土曜日（休講期含む）8:45～17:15 ※電話・メールでの問い合わせのみ
＊日曜日・国民の祝日等、休館・休室日もあります。詳細はホームページでご確認ください
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健康科学研究科長　　　　

堀江　淳 教授

心身の健康の向上と新しい生き方の創出に
資する人材の養成

健康科学研究科
健康科学専攻（博士前期課程・博士後期課程）

　健康科学研究科健康科学専攻は、こころとからだに多角的な視点から科学
的にアプローチし、現代社会に生きる人々の心身の健康を守り、その向上と
新しい生き方の創出に資することのできる、卓越した専門性と実践能力、な
らびに高度な研究能力を有する人材の養成を目的としています。社会が直面
する様々な課題に対して、科学的なアプローチを通じて実践的な解決策を提
供できるよう、学生一人ひとりが自らの研究に真摯に取り組み、広い視野を
持って挑戦できる環境を提供していきます。
　健康科学研究科は、博士前期課程、博士後期課程により構成されます。
　博士前期課程では、①高度専門職業人、②教育者・研究者をめざす人材の
養成を目指します。理学療法学コース、作業療法学コース、救急救命学コー
ス、臨床検査学コースは、各コースにおける各職種のスペシャリストの養成
を目指します。臨床心理学コースは、臨床心理士、公認心理師の受験資格取
得を目指します。心理学コースは、臨床心理学以外の心理学のスペシャリス
ト養成を目指します。
　博士後期課程では、①研究機関の研究者、②高等教育機関の教育者、③高
度専門職者の養成を目指します。健康生命科学領域と健康・生活支援科学領
域に分かれ、基礎研究と応用・実践研究の両輪において「根拠に基づく健康
科学～Evidence-Based Health Science」を追求します。
　健康科学研究科は、多様なバックグラウンドを持つ学生や研究者が集うコ
ミュニティです。お互いに刺激を受け、成長できる環境を大切にしていま
す。個々が持つ独自の視点やアイデアにより、健康科学をイノベートしてい
く、そのような学府を築いてまいります。

　博士前期課程には理学療法学、作業療法学、臨床心理学、心理学、救急救命学、および臨床検査学の６つの領域を設置
しています。博士後期課程は博士前期課程における６つの領域を統合し、健康生命科学領域（基礎的研究）と健康・生活支
援科学領域（応用的研究）の２つの領域に区分し、健康科学の学問的発展を支えます。

研究科の特色

博士前期
課程

博士後期
課程

生活機能障害理学療法学
運動器障害理学療法学
脳機能障害理学療法学

生活環境支援学
生活行為作業療法学

臨床心理面接
臨床心理査定

臨床心理地域援助

理学療法学コース

健康生命科学領域 健康・生活支援科学領域

作業療法学コース 臨床心理学コース

基礎心理学
（発達、認知、学習・行動等）

応用心理学
（応用社会、産業、犯罪等）

心理学コース

救急救護学
災害・防災学

救急救命システム論

救急救命学コース

生命情報医科学
人体情報医科学

臨床検査学コース

理学療法 作業療法 臨床心理

心 理 救急救命 臨床検査

理学療法 作業療法 心 理

救急救命 臨床検査

〔 応 用 的 研 究 〕
健康回復支援科学
健康・生活支援科学

〔基礎的研究〕
生 体 機 能 学
行 動 科 学

【担当教員一覧】　＊2025年度

分	野 研究領域 担当教員 主な研究テーマ

実
践
看
護
基
礎
学

基礎看護 教　　授				梶谷 佳子
1. 看護師の成長とアイデンティティに関する研究
2. 看護師の看護実践力に関する研究
3. 看護技術教育の教育評価に関する研究

基礎看護 准 教 授				中橋 苗代
1. 看護学生の看護実践力の育成に向けた研究 
2. 終末期がん患者・家族を対象とした研究

基礎看護 准 教 授				岡田 純子
1. 臨床看護師のクリニカルリーズニング（臨床的論証力）に関する研究
2. 臨床看護師の臨床判断・意思決定に関する研究
3. 臨床看護師・看護学生へのシミュレーション教育に関する研究

看護教育 准 教 授				野島 敬祐
1. ICT を活用した学習・シミュレーション教育などの教育研究
2. ER・ICU などのクリティカルケア・災害看護活動に関する研究
3. 家族機能への支援・家族看護教育プログラム開発研究

看護教育 准 教 授				佐藤　聖一
1. 看護におけるケアリングの研究
2. 看護教育に関する研究

実
践
看
護
応
用
学

老年看護 教　　授				征矢野 あや子
1. 転倒予防
2. 地域在住高齢者のヘルスプロモーション
3. 認知症高齢者の看護

老年看護 准 教 授				深山 つかさ
1. 急性期病院における高齢者、認知症高齢者への看護
2. 高齢者、認知症高齢者の自律の支援

精神看護 教　　授				松本 賢哉
1. 個別心理教育が統合失調症患者の病識にもたらす効果
2. 非言語的コミュニケーションによる推察結果と眼球運動との関連

精神看護 准 教 授				川村 晃右
1. Broad Autism Phenotype の程度を考慮した看護学生への教育に関する研究 
2. メンタルヘルス不調の予防に関する研究

在宅看護 教　　授				河原 宣子
1. 訪問看護ステーション経営システムのレジリエンスに関する研究

成人看護 教　　授				奥野 信行
1. 集中治療室（ICU）に入室中の患者に対する学習支援・教育的かかわりに関する看護研究 
2. クリティカルケア看護師の看護実践能力の解明とその発達に向けた教育プログラムの開発 
3. 実習指導者や実地指導者の臨床における指導能力の形成とその形成における学習経験

成人看護 准 教 授				小山 智史
1. 医療安全（病院、高齢者施設）に関する研究
2. 服薬管理に関する研究
3. 看護学生の抑うつ傾向に関する研究

次
世
代
育
成
看
護
学

小児看護 教　　授				堀 妙子
1. 小児在宅ケアに関わる看護職に対する支援プログラムの作成
2. 医療的ケアを必要とする子どもとその家族への包括的支援に関する研究

小児看護 専任講師				伊藤 弘子
1. 在宅で生活する子どもと家族の生活支援に関する研究

母性看護 教　　授				工藤 里香
1. 女性の健康と Sexuality
2. 子宮頸がん予防にかかる看護師養成プログラムの構築と普及
3. 健康にかかる意思決定支援

母性看護 准 教 授				竹 明美
1. 助産師教育
2. 多職種連携教育
3. 周産期関連女性支援

母性看護 准 教 授				長坂 桂子
1. 高度実践看護の実践
2. 周産期メンタルヘルス
3. 産前産後の女性の腰痛

広
域
看
護
学

看護管理 教　　授				藤本 幸三
1. 看護師の臨床能力の熟達化と臨床看護経験の関連についての研究
2. 看護管理者教育の方法論についての研究

看護管理 准 教 授				餅田 敬司
1.「 超高齢社会（長寿社会）と技術革新（遠隔医療と AI）」～これからの看護と看護師の働き方について～
2.「看護管理者（トップマネージャー）のリタイヤ後の社会貢献」

国際看護 准 教 授				那須ダグバ 潤子
1. 日本人看護師の国際移動に関する研究
2. 日本在住の外国人（移民）看護に関する研究
3. 外国にルーツをもつ子どもと保護者に関する研究

国際看護
地域看護 専任講師    瀬川 裕美

1. グローバル化および多文化社会における健康課題に対する行政保健師の能力開発
2. ブータン王国における家族形態の変容と精神的健康状態
3. 不妊治療と就労の両立を阻害する社会文化背景要因の検討
4. 健康観と幸福観の文化比較と課題検討

地域看護 准 教 授				黒瀧 安紀子
1. 地域で活動する看護職の災害への備え・受援力の向上に関する研究
2. コミュニティレジリエンス向上に関する研究
3. 地域で生活する母子の育児支援に関する研究

地域看護 専任講師    下田 優子
1. 子育て家庭のワーク・ファミリー・バランス支援に関する研究
2. 母子保健活動に関する研究

修了生論文テーマ例
■�シュミレーション教育でのデブリーフィングにおいて
ファシリテーターが学習者の学びを導くプロセス

■3次救急初療における患者搬入前の看護実践プロセス
■�勤務時間の異なる看護師を管理している師長のダイ
バーシティ・マネジメントの効果

■�経カテーテル的大動脈弁植え込み術を受けた後期高齢
者の手術決断に関する意思決定プロセス

■�訪問看護師による家庭内葛藤を抱える家族に対する家
族看護実践のプロセス

■�地域で暮らす統合失調症者の社会参加における情緒的
支援を認知する過程とセルフスティグマへの影響の検討
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分 野 研究領域 担当教員 主な研究テーマ

実
践
看
護
基
礎
学

基礎看護 教　　授　 梶谷 佳子
1. 看護師の成長とアイデンティティに関する研究
2. 看護師の看護実践力に関する研究
3. 看護技術教育の教育評価に関する研究

基礎看護 准 教 授　 中橋 苗代
1. 看護学生の看護実践力の育成に向けた研究
2. 終末期がん患者・家族を対象とした研究

基礎看護 准 教 授　 岡田 純子
1. 臨床看護師のクリニカルリーズニング（臨床的論証力）に関する研究
2. 臨床看護師の臨床判断・意思決定に関する研究
3. 臨床看護師・看護学生へのシミュレーション教育に関する研究

看護教育 教　　授　 野島 敬祐
1. ICT を活用した学習・シミュレーション教育などの教育研究
2. ER・ICU などのクリティカルケア・災害看護活動に関する研究
3. 家族機能への支援・家族看護教育プログラム開発研究

看護教育 准 教 授　 佐藤　聖一
1. ケアリングを基盤とした看護実践・看護倫理に関する研究
2. 看護学生・看護師への看護教育に関する研究
3. 看護教育における哲学的探求

実
践
看
護
応
用
学

老年看護 教　　授　 征矢野 あや子
1. 転倒予防
2. 地域在住高齢者のヘルスプロモーション
3. 認知症高齢者の看護

老年看護 准 教 授　 深山 つかさ
1. 急性期病院における高齢者、認知症高齢者への看護
2. 高齢者、認知症高齢者の自律の支援

老年看護 専任講師　 十倉 絵美
1. 高齢者の社会活動に関する研究
2. 地域在住のマイノリティ特性をもつ当事者とのコ・プロダクション
3. 訪問看護師の意欲・支援方法に関する研究

精神看護 教　　授　 松本 賢哉
1. 個別心理教育が統合失調症患者の病識にもたらす効果
2. 非言語的コミュニケーションによる推察結果と眼球運動との関連

精神看護 准 教 授　 川村 晃右
1. Broad Autism Phenotype の程度を考慮した看護学生への教育に関する研究
2. メンタルヘルス不調の予防に関する研究

在宅看護 教　　授　 河原 宣子
1. 訪問看護ステーション経営システムのレジリエンスに関する研究

成人看護 教　　授　 奥野 信行
1. 集中治療室（ICU）に入室中の患者に対する学習支援・教育的かかわりに関する看護研究
2. クリティカルケア看護師の看護実践能力の解明とその発達に向けた教育プログラムの開発
3. 実習指導者や実地指導者の臨床における指導能力の形成とその形成における学習経験

成人看護 准 教 授　 小山 智史
1. 医療安全（病院、高齢者施設）に関する研究
2. 服薬管理に関する研究
3. 看護学生の抑うつ傾向に関する研究

次
世
代
育
成
看
護
学

小児看護 教　　授　 堀 妙子
1. 小児在宅ケアに関わる看護職に対する支援プログラムの作成
2. 医療的ケアを必要とする子どもとその家族への包括的支援に関する研究

小児看護 専任講師　 伊藤 弘子
1. 子育て家庭における育児支援に関する研究
2. 在宅で生活する子どもと家族の生活支援に関する研究

母性看護 教　　授　 工藤 里香
1. 女性の健康と Sexuality
2. 子宮頸がん予防にかかる看護師養成プログラムの構築と普及
3. 健康にかかる意思決定支援

母性看護 准 教 授　 竹 明美
1. 助産師教育
2. 多職種連携教育
3. 周産期関連女性支援

母性看護 准 教 授　 長坂　桂子
1. 高度実践看護の実践
2. 周産期メンタルヘルス
3. 産前産後の女性の腰痛

広
域
看
護
学

看護管理 教　　授　 半場 江利子
1. 患者経験価値（PX）職員経験価値（EX）の向上
2. 組織分析と組織変革
3. 医療サービスの質管理

看護管理 准 教 授　 餅田 敬司　
1. �「超高齢社会（長寿社会）と技術革新（遠隔医療と AI）」～これからの看護と看護師の働き方

について～
2.「看護管理者（トップマネージャー）のリタイヤ後の社会貢献」

国際看護 准 教 授　 那須ダグバ 潤子
1. 日本人看護師の国際移動に関する研究
2. 日本在住の外国人（移民）看護に関する研究
3. 外国にルーツをもつ子どもと保護者に関する研究

国際看護
地域看護

専任講師　 瀬川　裕美
1. グローバル化および多文化共生社会における保健活動に関する研究
2. 不妊治療と就労の両立と社会文化的要因に関する研究
3. 多様なケアニーズを抱えるこどもへの地域支援に関する研究
4. ブータン王国における非感染性疾患予防対策と国民総幸福量政策

地域看護 准 教 授　 黒瀧 安紀子
1. 地域で活動する看護職の災害への備え・受援力の向上に関する研究
2. コミュニティレジリエンス向上に関する研究
3. 地域で生活する母子の育児支援に関する研究

地域看護 専任講師　 下田 優子
1. 子育て家庭のワーク・ファミリー・バランス支援に関する研究
2. 母子保健活動に関する研究

＊2026年度

34



健康科学研究科長

堀江　淳 教授

心身の健康の向上と新しい生き方の創出に
資する人材の養成

健康科学研究科
健康科学専攻（博士前期課程・博士後期課程）

　健康科学研究科健康科学専攻は、こころとからだに多角的な視点から科学
的にアプローチし、現代社会に生きる人々の心身の健康を守り、その向上と
新しい生き方の創出に資することのできる、卓越した専門性と実践能力、な
らびに高度な研究能力を有する人材の養成を目的としています。社会が直面
する様々な課題に対して、科学的なアプローチを通じて実践的な解決策を提
供できるよう、学生一人ひとりが自らの研究に真摯に取り組み、広い視野を
持って挑戦できる環境を提供していきます。
　健康科学研究科は、博士前期課程、博士後期課程により構成されます。
　博士前期課程では、①高度専門職業人、②教育者・研究者をめざす人材の
養成を目指します。理学療法学コース、作業療法学コース、救急救命学コー
ス、臨床検査学コースは、各コースにおける各職種のスペシャリストの養成
を目指します。臨床心理学コースは、臨床心理士、公認心理師の受験資格取
得を目指します。心理学コースは、臨床心理学以外の心理学のスペシャリス
ト養成を目指します。

博士後期課程では、①研究機関の研究者、②高等教育機関の教育者、③高
度専門職者の養成を目指します。健康生命科学領域と健康・生活支援科学領
域に分かれ、基礎研究と応用・実践研究の両輪において「根拠に基づく健康
科学 Evidence-Based Health Sciences」を追求します。
　健康科学研究科は、多様なバックグラウンドを持つ学生や研究者が集うコ
ミュニティです。お互いに刺激を受け、成長できる環境を大切にしていま
す。個々が持つ独自の視点やアイデアにより、健康科学をイノベートしてい
く、そのような学府を築いてまいります。

　博士前期課程には理学療法学、作業療法学、臨床心理学、心理学、救急救命学、および臨床検査学の６つの領域を設置
しています。博士後期課程は博士前期課程における６つの領域を統合し、健康生命科学領域（基礎的研究）と健康・生活支
援科学領域（応用的研究）の２つの領域に区分し、健康科学の学問的発展を支えます。

研究科の特色

博士前期
課程

博士後期
課程

生活機能障害理学療法学
運動器障害理学療法学
脳機能障害理学療法学

生活環境支援学
生活行為作業療法学

臨床心理面接
臨床心理査定
臨床心理地域援助

理学療法学コース

健康生命科学領域 健康・生活支援科学領域

作業療法学コース 臨床心理学コース

基礎心理学
（発達、認知、学習・行動等）

応用心理学
（応用社会、産業、犯罪等）

心理学コース

救急救護学
災害・防災学

救急救命システム論

救急救命学コース

生命情報医科学
人体情報医科学

臨床検査学コース

理学療法 作業療法 臨床心理

心 理 救急救命 臨床検査

理学療法 作業療法 心 理

救急救命 臨床検査

〔 応 用 的 研 究 〕
健康回復支援科学
健康・生活支援科学

〔基礎的研究〕
生 体 機 能 学
行 動 科 学
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■人材養成目標
①高度専門職業人の養成
　人間のこころとからだに多角的な視点から科学的にアプローチして、統合的に健康科学を追究し、心身の健康
を守り、その向上と新しい生き方の創出に資することのできる高度専門職業人を養成します。
②教育者・研究者を目指す人材の養成
　博士前期課程修了後、健康科学の分野において研究者や後進の教育に携わることを目標として博士後期課程に
進学するための知識・能力を養成します。

◆理学療法学コースで養成する人材

◆作業療法学コースで養成する人材
　作業療法学コースで養成する高度専門職業人とは、医学的知識に裏付けられた生活行為の支援や生活環境の調
整に関する高度な専門知識・技術を有する人材のことであり、かつ、その実践の裏付けとしての知見を自身で検
証できる人です。こうした作業療法分野の研究を遂行する問題発見力と問題解決力を兼ね備え、日本及び世界の
社会的課題に広く貢献できる人材を養成します。

◆臨床心理学コース（臨床心理士指定大学院〈第１種〉）で養成する人材
　医療・福祉・教育・司法・産業などの臨床現場で人々の心身の健康を支援する人材を養成します。すなわち、
障害を持つ子どもの療育・教育や学校への適応や家族への支援、精神科のみならず内科・小児科・整形外科・形
成外科などのさまざまな医療分野における患者支援、高齢者福祉の場における心理面や生活の支援、産業場面に
おける企業内の心理相談などを担当できる高度な専門性を持つ職業人への道が想定できます。
※臨床心理学コースでは、修了要件に加え、資格要件に定められた科目の単位を修得することで、臨床心理士および公認心理師

の資格試験の受験資格を取得することができます。

◆心理学コースで養成する人材
　脳科学と接する行動神経科学や行動分析学による健康科学の基礎的実証的研究を担う研究者、社会・産業心理
学における組織研究による就労場面での心身の健康管理に貢献する人材や、心理学の知識・スキルを活用して健
康向上に役立つ商品開発やその広報に貢献できる企業人、幼児・児童・生徒の心理面への深い理解と学校適応へ
の支援に優れた教員といった高度な専門性を持つ職業人を養成します。

◆救急救命学コースで養成する人材
　救急救命学分野における高度な専門的知識や技能、および研究能力を有する高度専門職業人を養成します。す
なわち、救急救護活動および災害・防災に関する確かな知識と技術、関連職種と密な連携を取るためのコミュニ
ケーション能力や危機管理能力を持ち、プレホスピタル・ケアにおける救急医療の充実・強化に寄与するととも
に、現場で指導的役割を果たすことのできる救急救命士の養成を目指します。

◆臨床検査学コースで養成する人材
　臨床検査学コースで養成する高度専門職業人は、多岐にわたる医学・臨床検査学に関する高度で専門的な知識
と技術を有し、また、深い科学的洞察力を糧に新たな技術の開発や自身の専門分野の研究を遂行する実践・実行
能力を兼ね備え、広く社会に貢献できる人材を養成します。

科目
区分 授業科目

単位数
授業
形態 回生

期
講
開

修
必

択
選

由
自

目
科
礎
基
通
共

健康科学特論Ⅰ 2 講義 1 前期

健康科学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

研究倫理学特論 2 講義 1 前期

健康科学研究法特論Ⅰ 2 講義 1 前期

健康科学研究法特論Ⅱ 2 講義 1 後期

心理統計学特論 2 講義 1 前期

脳科学特論 2 講義 1 前期

健康心理学特論(心の健康教
育に関する理論と実践) 2 講義 1 前期

精神医学特論(保健医療分野
に関する理論と支援の展開) 2 講義 1 前期

救急医学特論 2 講義 1 前期

精神薬理学特論 2 講義 1 前期

生活支援学特論 2 講義 1 前期

運動機能学特論 2 講義 1 前期

発達障害特論(福祉分野に
関する理論と支援の展開) 2 講義 1 後期

高齢期支援学特論 2 講義 1 前期／
後期

臨床検査学特論 2 講義 1 前期／
後期

医科学研究法特論 2 講義 1 前期／
後期

域
領
学
法
療
学
理 群

ａ 生活機能障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

生活機能障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

群
ｂ 運動器障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

運動器障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

c
群

脳機能障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

脳機能障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

域
領
学
法
療
業
作

a
群

生活環境支援学特論 2 講義 1 前期

生活環境支援学特別演習 2 演習 1 後期

b
群

生活行為作業療法学特論 2 講義 1 前期

生活行為作業療法学特別演習 2 演習 1 後期

域
領
学
理
心

a
群

発達心理学特論 2 講義 1 前期

認知心理学特論 2 講義 1 後期

学習・行動分析学特論 2 講義 1 後期

b
群

組織心理学特論 2 講義 1 前期

社会心理学特論 2 講義 1 後期

社会調査特別演習 2 演習 1 後期

司法・犯罪心理学特論(司
法・犯罪分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 後期

産業・労働心理学特論(産
業・労働分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 前期

■カリキュラム　　＊2026年度予定健康科学研究科 健康科学専攻（博士前期課程）
科目
区分 授業科目

単位数
授業
形態 回生

期
講
開

修
必

択
選

由
自

学
命
救
急
救

 

域
領

救急救護学特論 2 講義 1 前期

救急救護学特論演習 2 演習 1 後期

災害・防災学特論 2 講義 1 後期

救急救命システム特論 2 講義 1 後期

域
領
学
査
検
床
臨 a

群

生命情報医科学特論 2 講義 1 後期

生命情報医科学特論演習 2 演習 1 後期

b
群

人体情報医科学特論 2 講義 1 後期

人体情報医科学特論演習 2 演習 1 後期

域
領
修
特
士
理
心
床
臨

a
群

臨床心理学特論 4 講義 1 通年

臨床心理学面接特論Ⅰ
(心理支援に関する理論
と実践)

2 講義 1 前期

臨床心理学面接特論Ⅱ 2 講義 1 後期

臨床心理査定演習Ⅰ(心
理的アセスメントに関す
る理論と実践)

2 演習 1 前期

臨床心理査定演習Ⅱ 2 演習 1 前期

臨床心理基礎実習 2 実習 1 通年

心理実践実習Ⅰ 4 実習 1 通年

臨床心理実習Ａ(心理実
践実習Ⅱ) 6 実習 2 通年

臨床心理実習Ｂ 1 実習 2 通年

b
群

分析心理学特論 2 講義 1 後期

投映法特論 2 講義 1 後期

思春期臨床心理学特論
(教育分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 後期

グループアプローチ特論
(家族関係・集団・地域
社会における心理支援に
関する理論と実践)

2 講義 1 後期

研
究
演
習

健康科学特別研究Ⅰ 2 演習 1 通年

健康科学特別研究Ⅱ-1 3 演習 2 前期

健康科学特別研究Ⅱ-2 3 演習 2 後期

目
科
係
関
育
教 教育心理研究 2 講義 1 前期／

後期

教育原理研究 2 講義 1 前期／
後期

教育方法研究 2 講義 1 前期／
後期

　理学療法学コースで養成する高度専門職業人とは、生活機能障害理学療法、運動器障害理学療法、脳機能障害
理学療法の各分野における高度な専門的知識や技能を有する実践能力を持った人のことであり、かつ、その実践
の裏づけとしての知見を自身で検証できる人です。すなわち、理学療法に関する高度な知識を身につけ、自身で
研究を進めることができ、それらを背景としてチームにおいて指導的役割を果たすことができる理学療法士の養
成を目指しています。
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健
康
科
学
研
究
科

文
学
研
究
科

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

全
研
究
科
共
通
の
確
認
事
項

情
報
学
研
究
科

看
護
学
研
究
科

工
学
研
究
科

看
護
学
研
究
科

健
康
科
学
研
究
科

全
研
究
科
共
通
の
確
認
事
項

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

文
学
研
究
科
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■人材養成目標
①高度専門職業人の養成
　人間のこころとからだに多角的な視点から科学的にアプローチして、統合的に健康科学を追究し、心身の健康
を守り、その向上と新しい生き方の創出に資することのできる高度専門職業人を養成します。
②教育者・研究者を目指す人材の養成
　博士前期課程修了後、健康科学の分野において研究者や後進の教育に携わることを目標として博士後期課程に
進学するための知識・能力を養成します。

◆理学療法学コースで養成する人材

◆作業療法学コースで養成する人材
　作業療法学コースで養成する高度専門職業人とは、医学的知識に裏付けられた生活行為の支援や生活環境の調
整に関する高度な専門知識・技術を有する人材のことであり、かつ、その実践の裏付けとしての知見を自身で検
証できる人です。こうした作業療法分野の研究を遂行する問題発見力と問題解決力を兼ね備え、日本及び世界の
社会的課題に広く貢献できる人材を養成します。

◆臨床心理学コース（臨床心理士指定大学院〈第１種〉）で養成する人材
　医療・福祉・教育・司法・産業などの臨床現場で人々の心身の健康を支援する人材を養成します。すなわち、
障害を持つ子どもの療育・教育や学校への適応や家族への支援、精神科のみならず内科・小児科・整形外科・形
成外科などのさまざまな医療分野における患者支援、高齢者福祉の場における心理面や生活の支援、産業場面に
おける企業内の心理相談などを担当できる高度な専門性を持つ職業人への道が想定できます。
※臨床心理学コースでは、修了要件に加え、資格要件に定められた科目の単位を修得することで、臨床心理士および公認心理師

の資格試験の受験資格を取得することができます。

◆心理学コースで養成する人材
　脳科学と接する行動神経科学や行動分析学による健康科学の基礎的実証的研究を担う研究者、社会・産業心理
学における組織研究による就労場面での心身の健康管理に貢献する人材や、心理学の知識・スキルを活用して健
康向上に役立つ商品開発やその広報に貢献できる企業人、幼児・児童・生徒の心理面への深い理解と学校適応へ
の支援に優れた教員といった高度な専門性を持つ職業人を養成します。

◆救急救命学コースで養成する人材
　救急救命学分野における高度な専門的知識や技能、および研究能力を有する高度専門職業人を養成します。す
なわち、救急救護活動および災害・防災に関する確かな知識と技術、関連職種と密な連携を取るためのコミュニ
ケーション能力や危機管理能力を持ち、プレホスピタル・ケアにおける救急医療の充実・強化に寄与するととも
に、現場で指導的役割を果たすことのできる救急救命士の養成を目指します。

◆臨床検査学コースで養成する人材
　臨床検査学コースで養成する高度専門職業人は、多岐にわたる医学・臨床検査学に関する高度で専門的な知識
と技術を有し、また、深い科学的洞察力を糧に新たな技術の開発や自身の専門分野の研究を遂行する実践・実行
能力を兼ね備え、広く社会に貢献できる人材を養成します。

科目
区分 授業科目

単位数
授業
形態 回生

期
講
開

修
必

択
選

由
自

目
科
礎
基
通
共

健康科学特論Ⅰ 2 講義 1 前期

健康科学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

研究倫理学特論 2 講義 1 前期

健康科学研究法特論Ⅰ 2 講義 1 前期

健康科学研究法特論Ⅱ 2 講義 1 後期

心理統計学特論 2 講義 1 前期

脳科学特論 2 講義 1 前期

健康心理学特論(心の健康教
育に関する理論と実践) 2 講義 1 前期

精神医学特論(保健医療分野
に関する理論と支援の展開) 2 講義 1 前期

救急医学特論 2 講義 1 前期

精神薬理学特論 2 講義 1 前期

生活支援学特論 2 講義 1 前期

運動機能学特論 2 講義 1 前期

発達障害特論(福祉分野に
関する理論と支援の展開) 2 講義 1 後期

高齢期支援学特論 2 講義 1 前期／
後期

臨床検査学特論 2 講義 1 前期／
後期

医科学研究法特論 2 講義 1 前期／
後期

域
領
学
法
療
学
理 群

ａ 生活機能障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

生活機能障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

群
ｂ 運動器障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

運動器障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

c
群

脳機能障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

脳機能障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

域
領
学
法
療
業
作

a
群

生活環境支援学特論 2 講義 1 前期

生活環境支援学特別演習 2 演習 1 後期

b
群

生活行為作業療法学特論 2 講義 1 前期

生活行為作業療法学特別演習 2 演習 1 後期

域
領
学
理
心

a
群

発達心理学特論 2 講義 1 前期

認知心理学特論 2 講義 1 後期

学習・行動分析学特論 2 講義 1 後期

b
群

組織心理学特論 2 講義 1 前期

社会心理学特論 2 講義 1 後期

社会調査特別演習 2 演習 1 後期

司法・犯罪心理学特論(司
法・犯罪分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 後期

産業・労働心理学特論(産
業・労働分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 前期

■カリキュラム　　＊2026年度予定健康科学研究科 健康科学専攻（博士前期課程）
科目
区分 授業科目

単位数
授業
形態 回生

期
講
開

修
必

択
選

由
自

学
命
救
急
救

 

域
領

救急救護学特論 2 講義 1 前期

救急救護学特論演習 2 演習 1 後期

災害・防災学特論 2 講義 1 後期

救急救命システム特論 2 講義 1 後期

域
領
学
査
検
床
臨 a

群

生命情報医科学特論 2 講義 1 後期

生命情報医科学特論演習 2 演習 1 後期

b
群

人体情報医科学特論 2 講義 1 後期

人体情報医科学特論演習 2 演習 1 後期

域
領
修
特
士
理
心
床
臨

a
群

臨床心理学特論 4 講義 1 通年

臨床心理学面接特論Ⅰ
(心理支援に関する理論
と実践)

2 講義 1 前期

臨床心理学面接特論Ⅱ 2 講義 1 後期

臨床心理査定演習Ⅰ(心
理的アセスメントに関す
る理論と実践)

2 演習 1 前期

臨床心理査定演習Ⅱ 2 演習 1 前期

臨床心理基礎実習 2 実習 1 通年

心理実践実習Ⅰ 4 実習 1 通年

臨床心理実習Ａ(心理実
践実習Ⅱ) 6 実習 2 通年

臨床心理実習Ｂ 1 実習 2 通年

b
群

分析心理学特論 2 講義 1 後期

投映法特論 2 講義 1 後期

思春期臨床心理学特論
(教育分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 後期

グループアプローチ特論
(家族関係・集団・地域
社会における心理支援に
関する理論と実践)

2 講義 1 後期

研
究
演
習

健康科学特別研究Ⅰ 2 演習 1 通年

健康科学特別研究Ⅱ-1 3 演習 2 前期

健康科学特別研究Ⅱ-2 3 演習 2 後期

目
科
係
関
育
教 教育心理研究 2 講義 1 前期／

後期

教育原理研究 2 講義 1 前期／
後期

教育方法研究 2 講義 1 前期／
後期

　理学療法学コースで養成する高度専門職業人とは、生活機能障害理学療法、運動器障害理学療法、脳機能障害
理学療法の各分野における高度な専門的知識や技能を有する実践能力を持った人のことであり、かつ、その実践
の裏づけとしての知見を自身で検証できる人です。すなわち、理学療法に関する高度な知識を身につけ、自身で
研究を進めることができ、それらを背景としてチームにおいて指導的役割を果たすことができる理学療法士の養
成を目指しています。
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■人材養成目標
①高度専門職業人の養成
　人間のこころとからだに多角的な視点から科学的にアプローチして、統合的に健康科学を追究し、心身の健康
を守り、その向上と新しい生き方の創出に資することのできる高度専門職業人を養成します。
②教育者・研究者を目指す人材の養成
　博士前期課程修了後、健康科学の分野において研究者や後進の教育に携わることを目標として博士後期課程に
進学するための知識・能力を養成します。

◆理学療法学コースで養成する人材

◆作業療法学コースで養成する人材
　作業療法学コースで養成する高度専門職業人とは、医学的知識に裏付けられた生活行為の支援や生活環境の調
整に関する高度な専門知識・技術を有する人材のことであり、かつ、その実践の裏付けとしての知見を自身で検
証できる人です。こうした作業療法分野の研究を遂行する問題発見力と問題解決力を兼ね備え、日本及び世界の
社会的課題に広く貢献できる人材を養成します。

◆臨床心理学コース（臨床心理士指定大学院〈第１種〉）で養成する人材
　医療・福祉・教育・司法・産業などの臨床現場で人々の心身の健康を支援する人材を養成します。すなわち、
障害を持つ子どもの療育・教育や学校への適応や家族への支援、精神科のみならず内科・小児科・整形外科・形
成外科などのさまざまな医療分野における患者支援、高齢者福祉の場における心理面や生活の支援、産業場面に
おける企業内の心理相談などを担当できる高度な専門性を持つ職業人への道が想定できます。
※臨床心理学コースでは、修了要件に加え、資格要件に定められた科目の単位を修得することで、臨床心理士および公認心理師
の資格試験の受験資格を取得することができます。

◆心理学コースで養成する人材
　脳科学と接する行動神経科学や行動分析学による健康科学の基礎的実証的研究を担う研究者、社会・産業心理
学における組織研究による就労場面での心身の健康管理に貢献する人材や、心理学の知識・スキルを活用して健
康向上に役立つ商品開発やその広報に貢献できる企業人、幼児・児童・生徒の心理面への深い理解と学校適応へ
の支援に優れた教員といった高度な専門性を持つ職業人を養成します。

◆救急救命学コースで養成する人材
　救急救命学分野における高度な専門的知識や技能、および研究能力を有する高度専門職業人を養成します。す
なわち、救急救護活動および災害・防災に関する確かな知識と技術、関連職種と密な連携を取るためのコミュニ
ケーション能力や危機管理能力を持ち、プレホスピタル・ケアにおける救急医療の充実・強化に寄与するととも
に、現場で指導的役割を果たすことのできる救急救命士の養成を目指します。

◆臨床検査学コースで養成する人材
　臨床検査学コースで養成する高度専門職業人は、多岐にわたる医学・臨床検査学に関する高度で専門的な知識
と技術を有し、また、深い科学的洞察力を糧に新たな技術の開発や自身の専門分野の研究を遂行する実践・実行
能力を兼ね備え、広く社会に貢献できる人材を養成します。

科目
区分 授業科目

単位数
授業
形態 年次

期
講
開

修
必

択
選

由
自

目
科
礎
基
通
共

健康科学特論Ⅰ 2 講義 1 前期

健康科学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

研究倫理学特論 2 講義 1 前期

健康科学研究法特論Ⅰ 2 講義 1 前期

健康科学研究法特論Ⅱ 2 講義 1 後期

心理統計学特論 2 講義 1 前期

脳科学特論 2 講義 1 前期

健康心理学特論(心の健康教
育に関する理論と実践) 2 講義 1 前期

精神医学特論(保健医療分野
に関する理論と支援の展開) 2 講義 1 前期

救急医学特論 2 講義 1 前期

精神薬理学特論 2 講義 1 前期

生活支援学特論 2 講義 1 前期

運動機能学特論 2 講義 1 前期

発達障害特論(福祉分野に
関する理論と支援の展開) 2 講義 1 後期

高齢期支援学特論 2 講義 1 前期／
後期

臨床検査学特論 2 講義 1 前期／
後期

医科学研究法特論 2 講義 1 前期／
後期

域
領
学
法
療
学
理 群
ａ 生活機能障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

生活機能障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

群
ｂ 運動器障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

運動器障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

c
群

脳機能障害理学療法学特論Ⅰ 2 講義 1 後期

脳機能障害理学療法学特論Ⅱ 2 講義 1 後期

域
領
学
法
療
業
作

a
群
生活環境支援学特論 2 講義 1 前期

生活環境支援学特別演習 2 演習 1 後期

b
群
生活行為作業療法学特論 2 講義 1 前期

生活行為作業療法学特別演習 2 演習 1 後期

域
領
学
理
心

a
群

発達心理学特論 2 講義 1 前期

認知心理学特論 2 講義 1 後期

学習・行動分析学特論 2 講義 1 後期

b
群

組織心理学特論 2 講義 1 前期

社会心理学特論 2 講義 1 後期

社会調査特別演習 2 演習 1 後期

司法・犯罪心理学特論(司
法・犯罪分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 後期

産業・労働心理学特論(産
業・労働分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 前期

■カリキュラム　　＊2026年度予定健康科学研究科 健康科学専攻（博士前期課程）
科目
区分 授業科目

単位数
授業
形態 年次

期
講
開

修
必

択
選

由
自

学
命
救
急
救

域
領

救急救護学特論 2 講義 1 前期

救急救護学特論演習 2 演習 1 後期

災害・防災学特論 2 講義 1 後期

救急救命システム特論 2 講義 1 後期

域
領
学
査
検
床
臨 a
群

生命情報医科学特論 2 講義 1 後期

生命情報医科学特論演習 2 演習 1 後期

b
群
人体情報医科学特論 2 講義 1 後期

人体情報医科学特論演習 2 演習 1 後期

域
領
修
特
士
理
心
床
臨

a
群

臨床心理学特論 4 講義 1 通年

臨床心理学面接特論Ⅰ
(心理支援に関する理論
と実践)

2 講義 1 前期

臨床心理学面接特論Ⅱ 2 講義 1 後期

臨床心理査定演習Ⅰ(心
理的アセスメントに関す
る理論と実践)

2 演習 1 前期

臨床心理査定演習Ⅱ 2 演習 1 前期

臨床心理基礎実習 2 実習 1 通年

心理実践実習Ⅰ 4 実習 1 通年

臨床心理実習Ａ(心理実
践実習Ⅱ) 6 実習 2 通年

臨床心理実習Ｂ 1 実習 2 通年

b
群

分析心理学特論 2 講義 1 後期

投映法特論 2 講義 1 後期

思春期臨床心理学特論
(教育分野に関する理論
と支援の展開)

2 講義 1 後期

グループアプローチ特論
(家族関係・集団・地域
社会における心理支援に
関する理論と実践)

2 講義 1 後期

研
究
演
習

健康科学特別研究Ⅰ 2 演習 1 通年

健康科学特別研究Ⅱ-1 3 演習 2 前期

健康科学特別研究Ⅱ-2 3 演習 2 後期

目
科
係
関
育
教 教育心理研究 2 講義 1 前期／

後期

教育原理研究 2 講義 1 前期／
後期

教育方法研究 2 講義 1 前期／
後期

　理学療法学コースで養成する高度専門職業人とは、生活機能障害理学療法、運動器障害理学療法、脳機能障害
理学療法の各分野における高度な専門的知識や技能を有する実践能力を持った人のことであり、かつ、その実践
の裏づけとしての知見を自身で検証できる人です。すなわち、理学療法に関する高度な知識を身につけ、自身で
研究を進めることができ、それらを背景としてチームにおいて指導的役割を果たすことができる理学療法士の養
成を目指しています。
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＊2027年度予定 
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【修了要件】   ６つのコースを設定し、それぞれコースごとに、以下のとおりとします。
①理学療法学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論Ⅰ」を含

む12単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、理学療法
学領域の a ～ c 群いずれか１つの群から４単位、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上で論文の審査および最終試験（口頭試問）に合格すること。

②作業療法学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論 I」を含
む12単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、作業療法
学領域の a、b 群いずれか１つの群から４単位以上、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、
かつ必要な研究指導を受けた上で論文の審査及び最終試験（口頭試問）に合格すること。

③臨床心理学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修２単位以上、心理学領域 a・b 群
から各２単位以上（演習科目を除く）、臨床心理士特修領域の a 群から21単位以上、b 群から２単
位以上、研究演習８単位、合計43単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の
審査および最終試験（口頭試問）に合格すること。

④心理学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修８単位以上、心理学領域から８単位以
上、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の審査
および最終試験（口頭試問）に合格すること。

⑤救急救命学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論Ⅰ」を含
む10単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、救急救
命学領域の「救急救護学特論」「救急救護学特論演習」を含む６単位以上、研究演習８単位、合
計30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の審査および最終試験（口頭試問）
に合格すること。

⑥臨床検査学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論Ⅰ」を含
む12単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、臨床検
査学領域の a、b 群いずれか１つの群から４単位、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、
かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の審査および最終試験（口頭試問）に合格すること。

■カリキュラムの特色
◆共通基礎科目の設置

共通基礎科目として、人間の健康を科学的にとらえ、その向上と新しい生き方を創出するという理念を体現す
、にうよるきでチーロプアらか点視な的角多にだらかとろここ、にもととるす講開を」Ⅱ・Ⅰ論特学科康健「、めたる

専門領域の基盤となる知識を幅広く学ぶ科目群を配置します。

専門領域の科目群を６つに区分し、理学療法学領域、作業療法学領域、臨床心理士特修領域、心理学領域、救
急救命学領域、臨床検査学領域を配置します。それぞれの領域において、基礎的な研究力を養うとともに、高度
な専門知識や技能を学びます。なお、京都の私立大学における理学療法学系、作業療法学系、救急救命学系およ
び臨床検査学系の大学院は、本学が初の設置です。

◆臨床心理学コースでは臨床心理士受験資格および公認心理師受験資格が取得可能
公益社団法人日本臨床心理士資格認定協会の第１種指定大学院となっています。また、公認心理師法の定める

「大学院における必要な科目」を配置しており、臨床心理学コースの修了要件に加え、資格要件に定められた科
目の単位を修得することで、臨床心理士および公認心理師の資格試験の受験資格を取得することができます。

健康科学研究科 健康科学専攻（博士後期課程）

◆｢理学療法学」「作業療法学」「臨床心理学」「心理学」「救急救命学」「臨床検査学」の６つの科目群で高い専
門性を身につける

学内に設置する「心理臨床センター」や学外の病院、学校、福祉施設などで実習を行い、臨床心理活動に必要な
能力を実践的に身につけます。（公認心理師受験資格を得るためには大学にて「学部における必要な科目」を
修得し卒業していることが必要です。）
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◆臨床心理学コースでは臨床心理士受験資格および公認心理師受験資格が取得可能
　公益社団法人日本臨床心理士資格認定協会の第１種指定大学院となっています。また、公認心理師法の定める

「大学院における必要な科目」を配置しており、臨床心理学コースの修了要件に加え、資格要件に定められた科
目の単位を修得することで、臨床心理士および公認心理師の資格試験の受験資格を取得することができます。 
学内に設置する「心理臨床センター」や学外の病院、学校、福祉施設などで実習を行い、臨床心理活動に必要な
能力を実践的に身につけます（公認心理師受験資格を得るためには大学にて「学部における必要な科目」を修得
し卒業していることが必要です）。
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【修了要件】６つのコースを設定し、それぞれコースごとに、以下のとおりとします。
①理学療法学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論Ⅰ」を含

む12単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、理学療法
学領域の a ～ c 群いずれか１つの群から４単位、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上で論文の審査および最終試験（口頭試問）に合格すること。
②作業療法学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論 I」を含

む12単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、作業療法
学領域の a、b 群いずれか１つの群から４単位以上、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、
かつ必要な研究指導を受けた上で論文の審査及び最終試験（口頭試問）に合格すること。
③臨床心理学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修２単位以上、心理学領域 a・b 群

から各２単位以上（演習科目を除く）、臨床心理士特修領域の a 群から21単位以上、b 群から２単
位以上、研究演習８単位、合計43単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の
審査および最終試験（口頭試問）に合格すること。

　　　　　④心理学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修８単位以上、心理学領域から８単位以
上、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の審査
および最終試験（口頭試問）に合格すること。

　　　　　⑤救急救命学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論Ⅰ」を含
む10単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、救急救
命学領域の「救急救護学特論」「救急救護学特論演習」を含む６単位以上、研究演習８単位、合
計30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の審査および最終試験（口頭試問）
に合格すること。

⑥臨床検査学コースは、共通基礎科目から必修６単位、選択必修を「健康科学研究法特論Ⅰ」を含
む12単位以上（ただし、心理学領域で４単位まで代替可能とする < 演習科目を除く >）、臨床検
査学領域の a、b 群いずれか１つの群から４単位、研究演習８単位、合計30単位以上を修得し、
かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の審査および最終試験（口頭試問）に合格すること。

■カリキュラムの特色
◆共通基礎科目の設置
　共通基礎科目として、人間の健康を科学的にとらえ、その向上と新しい生き方を創出するという理念を体現す

、にうよるきでチーロプアらか点視な的角多にだらかとろここ、にもととるす講開を」Ⅱ・Ⅰ論特学科康健「、めたる
専門領域の基盤となる知識を幅広く学ぶ科目群を配置します。

　専門領域の科目群を６つに区分し、理学療法学領域、作業療法学領域、臨床心理士特修領域、心理学領域、救
急救命学領域、臨床検査学領域を配置します。それぞれの領域において、基礎的な研究力を養うとともに、高度
な専門知識や技能を学びます。なお、京都の私立大学における理学療法学系、作業療法学系、救急救命学系およ
び臨床検査学系の大学院は、本学が初の設置です。

◆臨床心理学コースでは臨床心理士受験資格および公認心理師受験資格が取得可能
　公益社団法人日本臨床心理士資格認定協会の第１種指定大学院となっています。また、公認心理師法の定める

「大学院における必要な科目」を配置しており、臨床心理学コースの修了要件に加え、資格要件に定められた科
目の単位を修得することで、臨床心理士および公認心理師の資格試験の受験資格を取得することができます。

健康科学研究科 健康科学専攻（博士後期課程）

◆｢理学療法学」「作業療法学」「臨床心理学」「心理学」「救急救命学」「臨床検査学」の６つの科目群で高い専
門性を身につける

学内に設置する「心理臨床センター」や学外の病院、学校、福祉施設などで実習を行い、臨床心理活動に必要な
能力を実践的に身につけます。（公認心理師受験資格を得るためには大学にて「学部における必要な科目」を
修得し卒業していることが必要です。）

■人材養成目標
①健康科学における研究機関の研究者の養成

目覚ましい進歩を遂げる健康科学分野において、「根拠に基づく健康科学 Evidence-Based Health Sciences」を創造し、
国際的に活躍できる研究者を養成します。
②健康科学における高等教育機関の教育者の養成

豊かな人間性と後進育成への情熱を持ち、卓越した専門的知識と識見に裏づけられた研究力の高い教育者を養成します。
③健康科学における高度専門職者の養成

高度な専門的業務に従事するために必要な研究能力を備え、現場のイノベーションに寄与できるマネジメント能力を有
する人材を養成します。

■カリキュラム ＊2026年度予定

科目区分 授 業 科 目
単位

授業形態 年次 開講期
必修 選択 自由

共通科目

健康科学実践研究法特論 1 講義 1 前期
Scientific English 1 演習 1 前期
健康科学イノベーション特論 1 講義 1 前期
医療マネジメント特論 1 講義 1 前期
医学・健康教育特論 1 講義 1 前期

専
門
科
目

健康生命
科学領域

生体機能学特論演習 2 演習 1 後期
行動科学特論演習 2 演習 1 後期

健康・　
生活支援
科学領域

健康回復支援科学特論演習Ａ 2 演習 1 後期
健康回復支援科学特論演習Ｂ 2 演習 1 後期
健康回復支援科学特論演習Ｃ 2 演習 1 後期
健康回復支援科学特論演習Ｄ 2 演習 1 後期
健康・生活支援科学特論演習Ａ 2 演習 1 後期
健康・生活支援科学特論演習Ｂ 2 演習 1 後期
健康・生活支援科学特論演習Ｃ 2 演習 1 後期
健康・生活支援科学特論演習Ｄ 2 演習 1 後期
健康・生活支援科学特論演習Ｅ 2 演習 1 後期

研究指導

特別研究Ⅰ 2 演習 1 通年
特別研究Ⅱ 4 演習 2 通年
特別研究Ⅲ -1 2 演習 3 前期
特別研究Ⅲ -2 2 演習 3 後期

教育関係科目
教育心理特論研究 2 講義 1 前期 / 後期
教育原理特論研究 2 講義 1 前期 / 後期
教育方法特論研究 2 講義 1 前期 / 後期

【修了要件】  共通科目から「健康科学実践研究法特論」を含む２単位以上、専門科目から２単位以上、研究指導
10単位、合計14単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で論文の審査および最終試験

（口頭試問）に合格すること

■カリキュラムの特色
◆将来の基盤となる知識を身につける共通科目

博士後期課程では、健康科学分野における研究者、教育者、高度専門職者の養成を行います。共通科目では、
必修科目として「健康科学実践研究法特論」を配置し、健康科学研究への展望を広げます。さらに、選択科目は
希望進路に応じ選択することで、将来の基盤となる素養・知識を修得します。

◆高度な専門性と研究力を養う専門科目
より高度な専門性と研究力を養う専門科目を、「健康生命科学領域」と「健康・生活支援科学領域」の２つの

領域に配置します。健康生命科学領域では基礎科学的な手法により行われる研究の理論と方法論を、健康・生活
支援科学領域は臨床かつ実証的な手法により行われる研究の理論と方法論を演習により修得します。
　これによって、基礎となる学問分野である「理学療法学」「作業療法学」「臨床心理学」「心理学」「救急救命学」

「臨床検査学」の枠を越えて、健康科学の分野でさらなる専門性を追究していきます。

※カリキュラムは予定であり、変更となる場合があります。
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＊2027年度予定 
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◆複数教員による研究指導体制
】程課期前士博【 

】程課期後士博【 

◆社会人受講を考慮した柔軟な開講を実施
　仕事を持つ社会人の学生などが勤務を継続しながら、大学院で学修することのできる環境を提供するため、平
日の５・６講時や土曜日、長期休暇中を利用した集中的な授業など、柔軟な対応を行うとともに、研究指導の時
間についても、できる限り弾力的に運用します（博士前期課程では理学療法学コース、作業療法学コース、救急
救命学コース、臨床検査学コースが中心）。
　また、標準修業年限は博士前期課程が２年、博士後期課程が３年ですが、長期履修制度によりそれぞれ３年、
４年とすることが可能です。なお、授業料等の納付金については、どちらの修業年限を選択しても在学中に必要
な合計金額は同一となります。

健康科学研究科共通の制度

◆TA（ティーチング・アシスタント）制度
　きめ細かな指導を行い教育・研究水準の向上をめざすため、大学院生が担当教員の指導に基づいて学部科目
の授業補助を行うティーチング・アシスタント（TA）制度を設けています。教育職や研究職をめざす大学院
生にとって貴重な経験ができます。

◆大学院生研究室の設置と研究環境

＊図書館開館時間…平日8：45～20：30、土曜日8：45～17：15（休講日は平日8：45～17：15、土曜日8：45～17：15）
＊情報メディアデスク開室時間…平日8：45～19：30（休講期平日8：45～17：15）
   　 土曜日（休講期含む）8：45～17：15（電話・メールでの問い合わせのみ）
＊日曜日・国民の休日等、開館・開室しない日もあります。詳細はホームページでご確認ください。

　共用机・ロッカー・パソコン・プリンタを備えた大学院生研究室が設置されています。
　また、図書館、および専門スタッフが常駐しマルチメディア環境を整えた情報メディアデスクが大学院生の支
援を行っています。大学院生には PC のログインアカウントと Microsoft アカウント（Teams、Outlook、
OneDrive など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。

　研究計画から論文作成までのリサーチワークを行う科目として、それぞれ１～３年次に「特別研究Ⅰ」「特別
研究Ⅱ」「特別研究Ⅲ-1・Ⅲ-2」を配置します。研究指導は、主研究指導教員に加えて、副研究指導教員２人を
配置して複数体制とし、主研究指導教員と副研究指導教員の研究分野が健康生命科学領域と健康・生活支援科学
領域にわたるようにすることで、研究分野の指導が相補的に機能するようにします。

　１年次に「健康科学特別研究Ⅰ」、２年次に「健康科学特別研究Ⅱ-1・Ⅱ-2」を配置して、研究指導を行います。
研究指導は、学生の研究分野・テーマに対応する主研究指導教員１人と、理学療法学、作業療法学、心理学、救
急救命学、臨床検査学のうち学生の研究分野・テーマ以外の専門を持つ副研究指導教員１人の２人体制とするこ
とで、２分野の指導が相補的に機能するようにします。

◆科目等履修生制度（博士前期課程のみ）
　大学院に在籍しなくても、健康科学専攻（博士前期課程）の開講科目を履修し、単位を修得することのできる

「科目等履修生制度」を設けています。選考を経た上で履修を許可する科目は、「共通基礎科目」 のうち 「研究倫
理学特論」「健康科学研究法特論Ⅰ・ Ⅱ」「心理統計学特論」の 4 科目を除く科目で、1 年間に 12 単位を上限と
しています。その後、本学大学院に入学した場合、科目等履修生として修得した科目は、10 単位を上限に、申
請により大学院の単位として認定することが可能です。なお、この科目等履修生制度で単位を修得しただけでは、
本学の修士の学位を取得することはできません。
　科目等履修生制度の詳細は、以下の本学ホームページをご確認ください。
　　→ https://www.tachibana-u.ac.jp/lifelong/completion/index.html

◆研究生制度
　本学大学院は研究および教育に支障のない範囲で、研究生の受け入れを行っています。研究生は、特定の研究
テーマについて、本学大学院の指導教員のもとで研究を行います。研究期間は、４月からの１年間、または前期
か後期の半期となります。所定の研究を終了したときには、申請によって研究事項や研究期間などについて、
証明書を交付します。
　なお、研究生としての期間満了後、引き続き研究生を希望する場合は、次年度の募集要項に従い、あらためて
選考を受ける必要があります。

38

健
康
科
学
研
究
科

文
学
研
究
科

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

全
研
究
科
共
通
の
確
認
事
項

情
報
学
研
究
科

看
護
学
研
究
科

工
学
研
究
科

看
護
学
研
究
科

健
康
科
学
研
究
科

全
研
究
科
共
通
の
確
認
事
項

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

文
学
研
究
科

◆複数教員による研究指導体制
【博士前期課程】
　１年次に「健康科学特別研究Ⅰ」、２年次に「健康科学特別研究Ⅱ-1・Ⅱ-2」を配置して、研究指導を行います。
研究指導は、学生の研究分野・テーマに対応する主研究指導教員１人と、理学療法学、作業療法学、心理学、救
急救命学、臨床検査学のうち学生の研究分野・テーマ以外の専門を持つ副研究指導教員１人の２人体制とするこ
とで、２分野の指導が相補的に機能するようにします。
 【博士後期課程】
　研究計画から論文作成までのリサーチワークを行う科目として、それぞれ１～３年次に「特別研究Ⅰ」「特別
研究Ⅱ」「特別研究Ⅲ -1・Ⅲ -2」を配置します。研究指導は、主研究指導教員に加えて、副研究指導教員２人を
配置して複数体制とし、主研究指導教員と副研究指導教員の研究分野が健康生命科学領域と健康・生活支援科学
領域にわたるようにすることで、研究分野の指導が相補的に機能するようにします。

◆社会人受講を考慮した柔軟な開講を実施
　仕事を持つ社会人の学生などが勤務を継続しながら、大学院で学修することのできる環境を提供するため、平
日の５・６講時や土曜日、長期休暇中を利用した集中的な授業など、柔軟な対応を行うとともに、研究指導の時
間についても、できる限り弾力的に運用します（博士前期課程では理学療法学コース、作業療法学コース、救急
救命学コース、臨床検査学コースが中心）。
　また、標準修業年限は博士前期課程が２年、博士後期課程が３年ですが、長期履修制度によりそれぞれ３年、
４年とすることが可能です。なお、授業料等の納付金については、どちらの修業年限を選択しても在学中に必要
な合計金額は同一となります。

◆ TA（ティーチング・アシスタント）制度
　きめ細かな指導を行い教育・研究水準の向上をめざすため、大学院生が担当教員の指導に基づいて学部科目の
授業補助を行うティーチング・アシスタント（TA）制度を設けています。教育職や研究職をめざす大学院生にとっ
て貴重な経験ができます。

◆大学院生研究室の設置と研究環境
　共用机・ロッカーを備えた大学院生研究室が設置されています。
　大学院生にはPCのログインアカウントとMicrosoftアカウント（Teams、Outlook、OneDrive、Word、Excel
など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。図書館および情報
メディアデスクには専門スタッフが常駐し、学修・研究の支援を行っています。
　また、大学院研究室には図書館が研究図書を、情報メディアデスクがパソコン・プリンタを設置しています。
＊図書館開館時間…平日8:45～20:30（休講期は8:45～17:15、２月は8:45～19:30）
　　　　　　　　　土曜日（休講期含む）8:45～17:15
＊情報メディアデスク開室時間…平日8:45～19:30（休講期は8:45～17:15）
　　　　　　　　　　　　　　　土曜日（休講期含む）8:45～17:15 ※電話・メールでの問い合わせのみ
＊日曜日・国民の祝日等、休館・休室日もあります。詳細はホームページでご確認ください

◆科目等履修生制度（博士前期課程のみ）
　大学院に在籍しなくても、健康科学専攻（博士前期課程）の開講科目を履修し、単位を修得することのできる

「科目等履修生制度」を設けています。選考を経た上で履修を許可する科目は、「共通基礎科目」のうち 「研究倫
理学特論」「健康科学研究法特論Ⅰ・Ⅱ」「心理統計学特論」の４科目を除く科目で、１年間に 12 単位を上限と
しています。その後、本学大学院に入学した場合、科目等履修生として修得した科目は、10 単位を上限に、申
請により大学院の単位として認定することが可能です。なお、この科目等履修生制度で単位を修得しただけでは、
本学の修士の学位を取得することはできません。
　科目等履修生制度の詳細は、以下の本学ホームページをご確認ください。
　　→ https://www.tachibana-u.ac.jp/lifelong/completion/index.html

◆研究生制度
　本学大学院は研究および教育に支障のない範囲で、研究生の受け入れを行っています。研究生は、特定の研究
テーマについて、本学大学院の指導教員のもとで研究を行います。研究期間は、４月からの１年間、または前期
か後期の半期となります。所定の研究を終了したときには、申請によって研究事項や研究期間などについて、証
明書を交付します。
　なお、研究生としての期間満了後、引き続き研究生を希望する場合は、次年度の募集要項に従い、あらためて
選考を受ける必要があります。
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◆複数教員による研究指導体制
】程課期前士博【 

】程課期後士博【 

◆社会人受講を考慮した柔軟な開講を実施
　仕事を持つ社会人の学生などが勤務を継続しながら、大学院で学修することのできる環境を提供するため、平
日の５・６講時や土曜日、長期休暇中を利用した集中的な授業など、柔軟な対応を行うとともに、研究指導の時
間についても、できる限り弾力的に運用します（博士前期課程では理学療法学コース、作業療法学コース、救急
救命学コース、臨床検査学コースが中心）。
　また、標準修業年限は博士前期課程が２年、博士後期課程が３年ですが、長期履修制度によりそれぞれ３年、
４年とすることが可能です。なお、授業料等の納付金については、どちらの修業年限を選択しても在学中に必要
な合計金額は同一となります。

健康科学研究科共通の制度

◆TA（ティーチング・アシスタント）制度
　きめ細かな指導を行い教育・研究水準の向上をめざすため、大学院生が担当教員の指導に基づいて学部科目
の授業補助を行うティーチング・アシスタント（TA）制度を設けています。教育職や研究職をめざす大学院
生にとって貴重な経験ができます。

◆大学院生研究室の設置と研究環境

＊図書館開館時間…平日8：45～20：30、土曜日8：45～17：15（休講日は平日8：45～17：15、土曜日8：45～17：15）
＊情報メディアデスク開室時間…平日8：45～19：30（休講期平日8：45～17：15）
   　 土曜日（休講期含む）8：45～17：15（電話・メールでの問い合わせのみ）
＊日曜日・国民の休日等、開館・開室しない日もあります。詳細はホームページでご確認ください。

　共用机・ロッカー・パソコン・プリンタを備えた大学院生研究室が設置されています。
　また、図書館、および専門スタッフが常駐しマルチメディア環境を整えた情報メディアデスクが大学院生の支
援を行っています。大学院生には PC のログインアカウントと Microsoft アカウント（Teams、Outlook、
OneDrive など）が配付され、学修・研究目的で本学のインターネット環境を利用することができます。

　研究計画から論文作成までのリサーチワークを行う科目として、それぞれ１～３年次に「特別研究Ⅰ」「特別
研究Ⅱ」「特別研究Ⅲ-1・Ⅲ-2」を配置します。研究指導は、主研究指導教員に加えて、副研究指導教員２人を
配置して複数体制とし、主研究指導教員と副研究指導教員の研究分野が健康生命科学領域と健康・生活支援科学
領域にわたるようにすることで、研究分野の指導が相補的に機能するようにします。

　１年次に「健康科学特別研究Ⅰ」、２年次に「健康科学特別研究Ⅱ-1・Ⅱ-2」を配置して、研究指導を行います。
研究指導は、学生の研究分野・テーマに対応する主研究指導教員１人と、理学療法学、作業療法学、心理学、救
急救命学、臨床検査学のうち学生の研究分野・テーマ以外の専門を持つ副研究指導教員１人の２人体制とするこ
とで、２分野の指導が相補的に機能するようにします。

◆科目等履修生制度（博士前期課程のみ）
　大学院に在籍しなくても、健康科学専攻（博士前期課程）の開講科目を履修し、単位を修得することのできる

「科目等履修生制度」を設けています。選考を経た上で履修を許可する科目は、「共通基礎科目」 のうち 「研究倫
理学特論」「健康科学研究法特論Ⅰ・ Ⅱ」「心理統計学特論」の 4 科目を除く科目で、1 年間に 12 単位を上限と
しています。その後、本学大学院に入学した場合、科目等履修生として修得した科目は、10 単位を上限に、申
請により大学院の単位として認定することが可能です。なお、この科目等履修生制度で単位を修得しただけでは、
本学の修士の学位を取得することはできません。
　科目等履修生制度の詳細は、以下の本学ホームページをご確認ください。
　　→ https://www.tachibana-u.ac.jp/lifelong/completion/index.html

◆研究生制度
　本学大学院は研究および教育に支障のない範囲で、研究生の受け入れを行っています。研究生は、特定の研究
テーマについて、本学大学院の指導教員のもとで研究を行います。研究期間は、４月からの１年間、または前期
か後期の半期となります。所定の研究を終了したときには、申請によって研究事項や研究期間などについて、
証明書を交付します。
　なお、研究生としての期間満了後、引き続き研究生を希望する場合は、次年度の募集要項に従い、あらためて
選考を受ける必要があります。
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コース
（博士前期）

領域
（博士後期） 氏　　名 主な研究テーマ

理
学
療
法
学

健康・　
生活支援
科学領域

安彦 鉄平
1. 慢性疼痛の維持・増悪に関わるライフスタイル要因に関する研究
2. 慢性腰痛患者に対する疼痛神経科学教育（PNE）の臨床的効果に関する研究
3. 慢性疼痛を有する労働者におけるプレゼンティーズムおよびアブセンティーズムに関する研究

─── 小田桐 匡
1. 脳による運動制御
2. 脳損傷後の IADL 障害の認知メカニズム
3. 技の認知メカニズム

健康・　
生活支援
科学領域

甲斐 義浩
1. 肩関節バイオメカニクスに関する研究
2. 肩関節変性疾患に関する疫学的研究
3. 投球肩肘障害に関する研究

4. 生体力学的手法を用いた「ヒトの動き」の計測

─── 木村 智子
1. 胎生期低栄養ストレスが成人期以降の生活習慣病を含む健康障害発症メカニズムと治療開発に関する研究
2. プレコンセプションケアに関する研究
3. 運動器系を中心とした臨床所見と機能解剖学的観察所見の関連性に関する研究

健康・　
生活支援
科学領域

兒玉 隆之
1. 脳卒中後遺症患者に対する BMI「iNems」の有効性検証に関する研究
2. 脳波成分を指標とした運動学習効果の可視化に関する研究
3. 匂いや触覚刺激が脳機能に及ぼす影響に関する感性工学的研究

健康生命
科学領域 﨑田 正博

1. 加齢による神経・栄養血管組織の退行プロセスに関する齧歯類の縦断的研究
2. 神経・筋組織の加齢萎縮・変性に対する一酸化窒素と代謝シグナルの変化に関する研究
3. 神経・筋組織における酸化ストレスおよび小胞体ストレス応答を標的とした温熱療法や運動の効果検証

健康・　
生活支援
科学領域

白岩 加代子
1. 高齢者の健康支援に関する研究
2. 高齢者の介護予防に関する研究
3. フレイル予防に関する研究

中野 英樹
1. 脳機能の可視化・操作手法を用いた新しいリハビリテーション評価・治療法の開発
2. 脳機能障害、認知機能障害、身体的虚弱（フレイル）に対するニューロリハビリテーション研究
3. 高齢者の健康増進のための Brain Health Care（脳の健康）に関する研究

堀江 淳
1. 呼吸リハビリテーションが継続できない COPD 患者の内在的要因探求の実証的研究
2. 慢性閉塞性肺疾患患者における自己管理型高強度インターバルトレーニングの効果検証
3. 慢性閉塞性肺疾患患者の呼吸リハビリテーションへの動機付けを考慮した介入の効果検証

宮﨑 純弥
1. 運動器徒手理学療法のエビデンスに関する研究
2. 高齢者の身体計測方法の検討
3. 脊柱彎曲角と身体機能との関係に関する研究

村田 伸
1. 高齢者の主観的健康感に関する研究
2. 高齢者の簡易機能評価法の開発
3. 高齢者の転倒予防に関する研究

横山 茂樹
1. スポーツ障害の予防・再発防止に向けたリハビリテーションに関する研究
2. 体幹機能に対する理学療法に関する研究

作
業
療
法
学

健康・　
生活支援
科学領域

小川 敬之
1. 認知症の生活行為の科学的分析
2. 地域共生社会に向けた地域づくりへの取り組み（公共図書館との連携）の実践と学生への地域リハ実践の機会の提供
3. 社会的弱者の就労および社会参加のサポート

齋藤 慶一郎
1. 職業動作の身体負担
2. 動的姿勢制御
3. 運動器障害発生のメカニズム

菅沼 一平
1. 高齢者の作業機能障害に関する研究
2. 地域における認知症の人への支援に関する研究
3. 質問紙評価法の尺度開発

高畑 進一
1. パーキンソン病の生活機能と評価法に関する研究
2. 高次脳機能障害の生活機能と介護負担に関する研究
3. ICT を活用した作業療法教育に関する研究

田丸 佳希
1. 軽度認知障害（MCI）の早期発見に向けたスクリーニング指標の開発
2. 脳卒中後上肢麻痺に対する運動機能回復及び生活機能に関する研究
3. ICT を活用した地域共生社会の実現に向けた研究

原田　瞬
1. 学校作業療法、保育作業療法の普及に向けた研究
2. 医療的ケア児を育てる家族の作業機能障害、育児ストレスの軽減
3. 地域在住高齢者のヘルスプロモーションに関する研究

真下 いずみ
1. ひきこもり当事者の日中活動と主観的 QOL との関連に関する探索的研究
2. メタバースを活用した不登校学生への支援モデルの開発と実装
3. 精神障がい者および社会的孤立状態にある人へのアウトリーチ支援の効果検証

臨
床
心
理
学

─── 浦田 洋
1. 投映法（特に TAT）
2. 指導者ケア
3. 犯罪心理鑑定

健康・　
生活支援
科学領域

岸 太一
1. MMI（Multiple Mini Interview）の視点に基づいた、母親の就労支援
2. 研究公正に関する研究
3. Death Attitude および Death & Life Education

ジェイムス 朋子
1. 司法犯罪領域における予防・心理教育・精神分析的心理療法に関する研究
2. 精神分析的人格発達理論における女性の成熟過程に関する研究
3. 青年期の心理教育プログラムの開発・実践・成果研究

田中 芳幸
1. ウェルビーイングや QOL などのポジティブ側面に関する研究
2. ストレスと健康への心理・社会的アプローチに関する研究
3. 生活習慣や嗜好品摂取行動などといった健康関連行動に関する研究

───

濱田 智崇
1. 父親の子育てに関する研究
2. 男性の心理的支援に関する研究
3. 箱庭療法に関する研究

松下 幸治
1. イメージ療法の研究
2. 心理臨床教育の方法論
3. 学生相談

宮井 研治
1. 福祉現場にとって役立つ「面接」「アセスメント」「支援」の方法論と実践の研究
2. 1 の研究・実践を自治体等の研修講師を通して福祉現場に還元すること。
3. 1 の実践を具体性をもって授業等で講義することで、大学教育の一端を担うこと。

【担当教員一覧】　＊ 2027 年度予定 
※�本欄は、大学院担当教員の専門分野および主な研究テーマを紹介するものです。掲載内容は研究指導に関する
当該年度の体制を示すものではありません。なお、担当教員は予定であり、変更となる場合があります。
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コース
（博士前期）

領域
（博士後期） 氏　　名 主な研究テーマ

心
理
学

─── 石山 裕菜
1. 可能自己の設定によるセルフコントロール・ストレスマネジメント
2. 若者支援

健康生命
科学領域

上北 朋子
1. 学習や記憶のメカニズムと神経基盤
2. 齧歯類を対象とした社会行動の発達行動学

坂本 敏郎
1. 記憶と学習、社会情動性の神経生物学的基盤の解明

健康・　
生活支援
科学領域

柴田 利男
1. 幼児の社会的認知と行動選択および感情認知に関する発達的研究
2. 感情の認知次元に関する研究

─── 藤原 勇
1. 上司・部下間の相互信頼に関する研究
2. メンタリングに関する研究

健康・　
生活支援
科学領域

前田 洋光
1. 消費者の向社会的行動の生規過程
2. 消費者行動における非意識的な影響過程
3. 郵送調査法における返送率を左右する効果要因の検討

救
急
救
命
学

健康・　
生活支援
科学領域

大槻 俊輔
1. 神経救急病院前救護
2. 心肺停止後低酸素脳症

関根 和弘
1. 医学教育
2. 救急現場の交通救助（外傷）
3. 災害現場のマネージメント

その他
領域 黒﨑 久訓

1. 救急救命士の研究実施環境
2. 救急活動中の身体負荷
3. 救急救命士教育

臨
床
検
査
学

健康生命
科学領域 池田 哲也

1. 神経因性疼痛モデルラットにおける中枢神経系の可塑的変化に関する研究
2. 神経因性疼痛に対する効果的な鎮痛薬の探索

─── 池本 敏行
1. �EDTA 依存性偽性血小板減少におけるカナマイシン凝集抑制メカニズムの解明
2. �炎症性疾患および各種がん種における LRG の臨床的意義の確立に関する研究
3. �フローサイトメトリーによる造血器腫瘍免疫表現型解析の標準化に関する研究
4. �免疫細胞プロファイリングによる免疫チェックポイント阻害剤の効果予測バイオマーカーの探索

健康生命
科学領域 今井 優樹

1. 補体を中心としたガンや炎症に対する免疫応答の研究
2. 疾患に関わる補体成分の迅速診断法の開発
3. 免疫制御によるがんや感染症に対する新規治療薬の開発

───

内堀 恵美
1. ストレス負荷前後の健常人唾液中ストレスマーカーの変動についての研究

大澤 幸希光
1. iPS 細胞分化誘導後に残存する未分化細胞の除去法の検討
2. がん幹細胞特性の解析
3. 液状化検体細胞診の塗抹に関する研究

岡田 光貴
1. S100 タンパク質のマクロファージへの免疫学的作用及びその機序に関する研究
2. 炎症性腸疾患における新規バイオマーカーの探索とその臨床応用
3. 自然毒成分に対する新規臨床検査法の構築
4. 炎症性腸疾患における摂取栄養成分の違いが病態に与える影響

健康・　
生活支援
科学領域

所司 睦文
1. 機能的近赤外分光分析法および脳波ほかを用いた脳機能の定量的評価法の開発
2. 視線計測を利用した学習修得度の客観的評価と学習支援に関する研究
3. 生体検査実習環境の革新的構築に関する研究

健康生命
科学領域 鶴山 竜昭

1. 病理組織の質量分析・人工知能によるバイオマーカー探索
2. リンパ腫・移植免疫の病理学
3. 医療検査室マネージメントの国際比較、標準化に関する研究

健康・　
生活支援
科学領域

中村 竜也
1. 腸内細菌目細菌における各種抗菌薬耐性機序の解析および新規検出法の開発
2. ヒト・環境・動物における薬剤耐性菌の疫学解析

服部 学
1. 各種培養細胞を用いた臨床細胞学的新技術導入に関する研究
2. 画像解析を用いた細胞診断法の開発

─── 藤原 麻有
1. 細菌における病原性関連遺伝子の役割と発現制御
2. 細菌の遺伝子型解析に基づく分子疫学的研究

修了生論文テーマ例
■胸郭柔軟性と脊柱運動との関連性
　－健常者における体幹伸展動作に着目して－
■�早期・初期変形性膝関節症における身体機能、生活の 

質に影響を及ぼす因子の検討
■�高齢期有酸素運動がラット骨格筋ミオシン重鎖アイソ 

フォームに与える影響
　�－タイプ別線維の組織化学的変化と運動誘発促進タン 

パク質の発現量に着目して－
■乳幼児期の子をもつ母親の母親像と養育態度

■小学校のスクールカウンセラーに期待される役割
－ A 市を調査対象として、教師との連携に焦点をあてて－
■�性別違和を持つ者のジェンダーアイデンティティ形成 

の心的過程 － FtM を対象とした質的研究－
■大学生における自己効力感と時間的展望の関連
■ E.H.Erikson の生涯発達論における垂直軸について
■�オキシトシンの投与が思春期マウスの社会情動性に与 

える影響
■他者の感情制御に対する認知に影響を与える要因の分析
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2027年度　 入学試験概要

研究科 専　攻 入学定員
博士前期課程 博士後期課程

文学研究科 歴史文化専攻 6 2
現代ビジネス研究科 マネジメント専攻 6 2
工学研究科＊ 工学専攻＊ 10 6
看護学研究科 看護学専攻 8 3
健康科学研究科 健康科学専攻 12 3

１．入学定員

※健康科学研究科健康科学専攻博士前期課程の臨床心理学コースは４名を募集人員とします。

研究科 専　攻 課　程 選考区分 試験科目

文　学 歴史文化 博士前期

一般入学試験 書道以外：英語、専門科目、口述試験
書道：書論・書道史、書道実技、口述試験

社会人入学試験 書道以外：専門科目、口述試験
書道：書道実技、口述試験

外国人留学生入学試験 書道以外：小論文試験、口述試験
書道：書道実技、口述試験

博士後期 一般入学試験 資料読解、口述試験

現代ビジネス マネジメント

博士前期
一般入学試験 英語、専門科目、口述試験
社会人入学試験 小論文試験、口述試験

外国人留学生入学試験 小論文試験、口述試験

博士後期
一般入学試験 英語、口述試験
社会人入学試験 英語、口述試験

外国人留学生入学試験 英語、口述試験

工学＊ 工学＊

博士前期

一般入学試験 情報工学コース：英語（TOEIC®等）、専門科目、面接
建築デザイン学コース：英語（TOEIC®等）、面接

飛び入学試験※ 情報工学コース：英語（TOEIC®等）、専門科目、面接

社会人入学試験 情報工学コース：面接
建築デザイン学コース：面接

外国人留学生入学試験 情報工学コース：英語（TOEIC®等）、面接
建築デザイン学コース：面接

博士後期
一般入学試験 情報工学コース：英語(TOEIC®等)、面接
社会人入学試験 情報工学コース：面接

外国人留学生入学試験 情報工学コース：英語(TOEIC®等)、面接

看護学 看護学 博士前期 ── 専門科目、面接
博士後期 ── 英語、面接

健康科学 健康科学 博士前期 ── 英語、専門科目、面接
博士後期 ── 英語、専門科目、面接

４．試験科目

※飛び入学試験については、本学工学部情報工学科３年生に限ります。

区　分 出　　願　　期　　間 試　験　日 合格発表日 入学手続締切日

第Ⅰ期募集 2026年８月24日（月）～８月31日（月）
工学研究科工学専攻博士後期課程のみ2026年９月４日（金）〜９月11日（金） 10月３日（土） 10月９日（金） 10月26日（月）

第Ⅱ期募集 2026年12月15日（火）～12月22日（火） ２月13日（土） ２月22日（月） ３月３日（水）

２．入学試験日程等

※出願期間は消印有効です。※すべての募集における入学時期は、2027年４月（研究生除く）です。
※文学研究科歴史文化専攻博士後期課程および工学研究科工学専攻博士前期課程情報工学コース飛び入学試験は第Ⅱ期募集のみです。
※日本国外在住者が出願できるのは、第Ⅰ期募集のみです。
※第Ⅰ期募集において試験日当日が台風等の影響で実施できなくなった場合、試験日を10月４日（日）に延期して行います。
※�第Ⅰ期募集において募集人員に達した場合、第Ⅱ期募集は実施しない可能性があります。詳細は第Ⅱ期の出願開始までに受験生サイトに

て告知します。

区　　分 申　　請　　期　　間 審査結果発表
第１回目 2026年７月15日（水）～７月21日（火） ７月31日（金）
第２回目 2026年11月25日（水）～12月１日（火） 12月11日（金）

３．個別の出願資格審査について

※申請期間は締切日必着です。

５．入学検定料　　30,000 円
入学試験および研究生募集の詳細は、入学試験要項でご確認ください。
※本学受験生サイト（https://www.tachibana-u.ac.jp/admission/postgraduate/）からダウンロードできます。

＊�仮称。2027 年４月に工学研究科工学専攻博士後期課程（仮称）を開設予定（設置構想中）。
それに伴い、情報学研究科情報学専攻修士課程から工学研究科工学専攻博士前期課程に
名称および課程の変更予定。計画は予定であり、変更する可能性があります。
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2026年度　 入学試験結果

■文学研究科

※表中の（　）内の数字は、本学出身者の内数。

専攻（課程） 基本研究分野 志願者 受験者 合格者 入学者

歴史文化専攻（博士前期課程）

日 本 歴 史 文 化 分 野 	 3	（0） 	 3	（0） 	 2	（0） 	 1	（0）
外 国 歴 史 文 化 分 野 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
歴 史 遺 産 分 野 	 2	（1） 	 2	（1） 	 2	（1） 	 1	（0）
合 計 	 5	（1） 	 5	（1） 	 4	（1） 	 2	（0）

歴史文化専攻（博士後期課程）

日 本 史 分 野 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
東 洋 史 分 野 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
西 洋 史 分 野 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
合 計 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）

■看護学研究科

※表中の（　）内の数字は、本学出身者の内数。

専攻（課程） コース・分野 志願者 受験者 合格者 入学者

看護学専攻（博士前期課程）
研 究 コ ー ス 	 3	（0） 	 3	（0） 	 3	（0） 	 3	（0）
専 門 看 護 師 コ ー ス 	 3	（0） 	 2	（0） 	 2	（0） 	 2	（0）
合 計 	 6	（0） 	 5	（0） 	 5	（0） 	 5	（0）

看護学専攻（博士後期課程）

実 践 看 護 基 礎 学 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
実 践 看 護 応 用 学 	 1	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
次 世 代 育 成 看 護 学 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
広 域 看 護 学 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
合 計 	 1	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）

■現代ビジネス研究科

※表中の（　）内の数字は、本学出身者の内数。

専攻（課程） 領　　域 志願者 受験者 合格者 入学者

マネジメント専攻（博士前期課程）
経 営 ・ 組 織 領 域 	 6	（0） 	 5	（0） 	 2	（0） 	 0	（0）
経 済 ・ 社 会 領 域 	 1	（0） 	 1	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
合 計 	 7	（0） 	 6	（0） 	 2	（0） 	 0	（0）

マネジメント専攻（博士後期課程）
経 営 ・ 組 織 領 域 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
経 済 ・ 社 会 領 域 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
合 計 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）

■情報学研究科＊

※表中の（　）内の数字は、本学出身者の内数。

専攻（課程） コース 志願者 受験者 合格者 入学者

情報学専攻＊（修士課程）
情 報 工 学 コ ー ス 	21	（20） 	20	（20） 	20	（20） 	20	（20）
建築デザイン学コース 	 3	（2） 	 3	（2） 	 3	（2） 	 3	（2）
合 計 	24	（22） 	23	（22） 	23	（22） 	23	（22）

	

＊ �2027 年 4 月に工学研究科工学専攻博士後期課程（仮称）を開設予定（設置構想中）。
それに伴い、情報学研究科情報学専攻修士課程が、工学研究科工学専攻博士前期課程
に名称および課程の変更予定。計画は予定であり、変更する可能性があります。
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■健康科学研究科

※表中の（　）内の数字は、本学出身者の内数。

専攻（課程） コース・領域 志願者 受験者 合格者 入学者

健康科学専攻（博士前期課程）

理 学 療 法 学 コ ー ス 	 3	（1） 	 3	（1） 	 3	（1） 	 3	（1）
作 業 療 法 学 コ ー ス 	 2	（1） 	 2	（1） 	 2	（1） 	 2	（1）
臨 床 心 理 学 コ ー ス 	17	（12） 	16	（12） 	 6	（5） 	 6	（5）
心 理 学 コ ー ス 	 2	（1） 	 2	（1） 	 2	（1） 	 2	（1）
救 急 救 命 学 コ ー ス 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
臨 床 検 査 学 コ ー ス 	10	（10） 	10	（10） 	 8	（8） 	 8	（8）
合 計 	34	（25） 	33	（25） 21	（16） 	21	（16）

健康科学専攻（博士後期課程）
健 康 生 命 科 学 領 域 	 2	（2） 	 2	（2） 	 2	（2） 	 2	（2）
健康・生活支援科学領域 	 3	（2） 	 3	（2） 	 3	（2） 	 3	（2）
合 計 	 5	（4） 	 5	（4） 	 5	（4） 	 5	（4）

■研究生募集

※表中の（　）内の数字は、本学出身者の内数。

専攻（課程） 志願者 受験者 合格者 入学者

文 学 研 究 科
歴 史 文 化 専 攻　（博士前期課程） 	 1	（0） 	 1	（0） 	 1	（0） 	 1	（0）
歴 史 文 化 専 攻　（博士後期課程） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）

現代ビジネス
研 究 科

マネジメント専攻　（博士前期課程） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
マネジメント専攻　（博士後期課程） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）

看 護 学
研 究 科

看 護 学 専 攻　（博士前期課程） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
看 護 学 専 攻　（博士後期課程） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）

健 康 科 学
研 究 科

健 康 科 学 専 攻　（博士前期課程） 	 2	（2） 	 2	（2） 	 2	（2） 	 2	（2）
健 康 科 学 専 攻　（博士後期課程） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0） 	 0	（0）
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2027年度　 納付金
研究科等 区 分 初年度納付金 ２年次以降の納付金

入学時納付金 後期納付金 計 前期納付金 後期納付金 計
文学研究科 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

博士後期課程 授 業 料 200,000 円 200,000 円 400,000 円 200,000 円 200,000 円 400,000 円
現代ビジネス研究科 博士前期課程 教育充実費 62,500 円 62,500 円 125,000 円 62,500 円 62,500 円 125,000 円

博士後期課程 計 462,500 円 262,500 円 725,000 円 262,500 円 262,500 円 525,000 円
工学研究科※ 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

標準修業年限（２年） 授 業 料 325,000 円 325,000 円 650,000 円 325,000 円 325,000 円 650,000 円
教育充実費 75,000 円 75,000 円 150,000 円 75,000 円 75,000 円 150,000 円

計 600,000 円 400,000 円 1,000,000 円 400,000 円 400,000 円 800,000 円
工学研究科※ 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

長期履修制度（３年） 授 業 料 216,000 円 216,000 円 432,000 円 217,000 円 217,000 円 434,000 円
教育充実費 50,000 円 50,000 円 100,000 円 50,000 円 50,000 円 100,000 円

計 466,000 円 266,000 円 732,000 円 267,000 円 267,000 円 534,000 円
工学研究科※ 博士後期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

標準修業年限（３年） 授 業 料 250,000 円 250,000 円 500,000 円 250,000 円 250,000 円 500,000 円
教育充実費 75,000 円 75,000 円 150,000 円 75,000 円 75,000 円 150,000 円

計 525,000 円 325,000 円 850,000 円 325,000 円 325,000 円 650,000 円
工学研究科※ 博士後期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

長期履修制度（４年） 授 業 料 187,500 円 187,500 円 375,000 円 187,500 円 187,500 円 375,000 円
教育充実費 56,250 円 56,250 円 112,500 円 56,250 円 56,250 円 112,500 円

計 443,750 円 243,750 円 687,500 円 243,750 円 243,750 円 487,500 円
看護学研究科 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

標準修業年限（２年） 授 業 料 225,000 円 225,000 円 450,000 円 225,000 円 225,000 円 450,000 円
教育充実費 90,000 円 90,000 円 180,000 円 90,000 円 90,000 円 180,000 円

計 515,000 円 315,000 円 830,000 円 315,000 円 315,000 円 630,000 円
看護学研究科 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

長期履修制度（３年） 授 業 料 150,000 円 150,000 円 300,000 円 150,000 円 150,000 円 300,000 円
教育充実費 60,000 円 60,000 円 120,000 円 60,000 円 60,000 円 120,000 円

計 410,000 円 210,000 円 620,000 円 210,000 円 210,000 円 420,000 円
看護学研究科 博士後期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

標準修業年限（３年） 授 業 料 225,000 円 225,000 円 450,000 円 225,000 円 225,000 円 450,000 円
教育充実費 90,000 円 90,000 円 180,000 円 90,000 円 90,000 円 180,000 円

計 515,000 円 315,000 円 830,000 円 315,000 円 315,000 円 630,000 円
看護学研究科 博士後期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

長期履修制度（４年） 授 業 料 168,750 円 168,750 円 337,500 円 168,750 円 168,750 円 337,500 円
教育充実費 67,500 円 67,500 円 135,000 円 67,500 円 67,500 円 135,000 円

計 436,250 円 236,250 円 672,500 円 236,250 円 236,250 円 472,500 円
健康科学研究科 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

（臨床心理学コース除く） 授 業 料 200,000 円 200,000 円 400,000 円 200,000 円 200,000 円 400,000 円
標準修業年限（２年） 教育充実費 62,500 円 62,500 円 125,000 円 62,500 円 62,500 円 125,000 円

計 462,500 円 262,500 円 725,000 円 262,500 円 262,500 円 525,000 円
健康科学研究科 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

（臨床心理学コース除く） 授 業 料 134,000 円 134,000 円 268,000 円 133,000 円 133,000 円 266,000 円
長期履修制度（３年） 教育充実費 41,000 円 41,000 円 82,000 円 42,000 円 42,000 円 84,000 円

計 375,000 円 175,000 円 550,000 円 175,000 円 175,000 円 350,000 円
健康科学研究科 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───

臨床心理学コース 授 業 料 200,000 円 200,000 円 400,000 円 200,000 円 200,000 円 400,000 円
標準修業年限（２年） 教育充実費 62,500 円 62,500 円 125,000 円 62,500 円 62,500 円 125,000 円

実験実習料 75,000 円 75,000 円 150,000 円 75,000 円 75,000 円 150,000 円
計 537,500 円 337,500 円 875,000 円 337,500 円 337,500 円 675,000 円

健康科学研究科 博士前期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───
臨床心理学コース 授 業 料 134,000 円 134,000 円 268,000 円 133,000 円 133,000 円 266,000 円
長期履修制度（３年） 教育充実費 41,000 円 41,000 円 82,000 円 42,000 円 42,000 円 84,000 円

実験実習料 50,000 円 50,000 円 100,000 円 50,000 円 50,000 円 100,000 円
計 425,000 円 225,000 円 650,000 円 225,000 円 225,000 円 450,000 円

健康科学研究科 博士後期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───
標準修業年限（３年） 授 業 料 200,000 円 200,000 円 400,000 円 200,000 円 200,000 円 400,000 円

教育充実費 62,500 円 62,500 円 125,000 円 62,500 円 62,500 円 125,000 円
計 462,500 円 262,500 円 725,000 円 262,500 円 262,500 円 525,000 円

健康科学研究科 博士後期課程 入 学 金 200,000 円 ─── 200,000 円 ─── ─── ───
長期履修制度（４年） 授 業 料 150,000 円 150,000 円 300,000 円 150,000 円 150,000 円 300,000 円

教育充実費 46,500 円 46,500 円 93,000 円 47,000 円 47,000 円 94,000 円
計 396,500 円 196,500 円 593,000 円 197,000 円 197,000 円 394,000 円

＊�仮称。2027 年４月に工学研究科工学専攻博士後期課程（仮称）を開設予定（設置構想中）。それに伴い、情報学研究科情報学専攻修士課程から工学研究科工学専攻博士前期課程に名
称および課程の変更予定。計画は予定であり、変更する可能性があります。46
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■研究生　研究指導料　　48,000 円

全研究科・課程共通

【納付金に関する留意事項】
※�本学大学院の博士前期課程・修士課程を修了見込みで、引き続き本学博士後期課程に進学する者の入学金は

免除します。
※�納付金（授業料および教育充実費、実験実習料は、前期・後期の２期分割納入制です。入学後、後期納付金

は８月末、また、次年度前期納付金は３月末から納入の案内をします。
※�このほか、諸会費（代理徴収）として、学会費（文学研究科のみ：博士前期課程は２年分2,000円／博士後期

課程は３年分3,000円）、父母の会費（年会費12,000円）が後期納付金納入時に必要です〈現行〉。なお、次年
度以降、父母の会費（年会費）は前期納入となります。

※�工学研究科、看護学研究科および健康科学研究科における標準修業年限と長期履修制度の納付金合計額は同
額です。

※�工学研究科、看護学研究科および健康科学研究科において長期履修制度の大学院生が３年（博士前期課程）
または４年（博士後期課程）を超えて修業する場合は、所属の研究科・課程における長期履修制度の各期の
授業料および教育充実費、実験実習料の納入が必要です。また、標準修業年限の大学院生が２年（博士前期
課程）または３年(博士後期課程）を超えて修業する場合は、所属の研究科・課程における標準修業年限の各
期の授業料および教育充実費、実験実習料の納入が必要となります。

※�工学研究科、看護学研究科および健康科学研究科の博士前期課程では、所定の手続により、出願時に選択し
た修業年限を２年間から３年間へ、または３年間から２年間へ変更することができます（変更手続の期間は
１年次の１月中旬～２月末の間）。この場合、２年次（以降）の授業料等納付金の額が変更になります。

※�工学研究科、看護学研究科および健康科学研究科の博士後期課程では、所定の手続により、出願時に選択し
た修業年限を３年間から４年間へ、または４年間から３年間へ変更することができます（変更手続の期間は
２年次の１月中旬～２月末の間）。この場合、３年次（以降）の授業料等納付金の額が変更になります。

※�看護学研究科博士前期課程の専門看護師教育課程の履修者は、別途実験実習料の納入が必要です（実験実習
料は実習する施設により異なります）。実験実習料については、入学後のガイダンスにて説明します。

※�修了年次に淳芳会（同窓会）終身会費として、20,000円〈現行〉の納入が必要です。ただし、本学学部卒業
生および本学大学院博士前期課程の修了者は不要です。

※�本学では、入学予定者ならびにその保護者等の関係者に対し、入学前に募金・寄付金・学校債の募集は行っ
ていません。また、本学ならびに本学校法人の関係団体、外郭団体からも、同様に入学前の募金・寄付金・
学校債の募集は一切行っていません。

※�私費外国人留学生に対して、年間授業料の15％または30％の減免を実施しています。具体的には、入学後、
各人の申請により審査の上、適用します。
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■研究支援制度
　　本学では、次のような各種研究奨励・研究補助制度を設け、大学院生の研究を積極的に支援しています。
　　※2026年度情報。制度の内容は変更となることがあります。

（1）研究奨励制度
　◆『京都橘大学大学院学生研究奨励金制度』
　　�　大学院生を対象に、研究能力が優れた者の研究を奨励・援助するものです。給付件数は、博士前期課程に

ついては、各専攻 1 名とし、在籍人数が 6 名を超える毎に 1 名を追加します。博士後期課程については、
各専攻 1 名とし、在籍人数が 3 名を超える毎に 1 名を追加します。このほか、外国人留学生については、
各研究科において別枠１名の給付枠があります。

　　�　なお、奨励金の給付は単年度ですが、すでに給付を受けた者でも次年度給付を申請することができます。
各課程の給付額は、以下のとおりです。

　　　博士前期課程………年額 　50,000円
　　　博士後期課程………年額 100,000円
　◆海外留学奨学金制度
　　�　海外の大学や研究機関へ留学する研究者が年々増加していますが、このような動向を踏まえ、大学院生な

どの研究者に対し、次のような学外における奨学金制度があります。
　　　ａ．日本政府奨学金
　　　ｂ．外国政府奨学金
　　　ｃ．その他民間団体奨学金
　　�　また、大学院生が認定留学（本学提携校以外への正規留学）を行う場合、留学期間中における本学の授業

料や教育充実費の減免措置（在籍料を納入）などの制度も用意しています。なお、この制度による留学期間
は１年以内とし、１年を限度に本学大学院の在学期間として算入することができます。

（2）研究成果公開奨励制度
　◆京都橘大学大学院学生学会登録補助制度
　　1 名あたり 8,000 円を限度に学会登録に関する費用を補助します。
　◆京都橘大学大学院学生学会参加等補助制度
　　�　大学院生の研究活動の推進およびその共同化を奨励し、研究成果の学会発表および学会への参加を奨励・

援助するために旅費交通費および学会参加費の一部を補助する制度で、次のものがあります。
　　　ａ．学会報告者補助 …… 経費の２分の１以内で国内 20,000 円（海外 70,000 円）を限度とし、補助します。
　　　ｂ．学会参加者補助 …… 経費の２分の１以内で国内 5,000 円（海外 25,000 円）を限度とし、補助します。
　◆京都橘大学大学院研究会活動補助制度
　　�　本学教員および在学生による複数名で構成する研究会活動に関し、複写費を補助します。ひとつの研究会

につき 5,000 円（コピーカードを現物交付）を限度としています。
　◆京都橘大学大学院学生学術投稿等補助制度
　　�　大学院生の研究成果の公開を奨励し、研究成果の学術誌掲載および学術刊行物出版を奨励・援助するため

に費用の一部を補助する制度で、次のものがあります。
　　　ａ．学術雑誌掲載補助 …… �１件につき、10,000 円を限度とし、補助します。なお、博士後期課程の学生

が第一筆者となり一定基準以上の国際学会誌に投稿する場合は、1 件につき
100,000 円を限度とし、補助します。

　　　ｂ．学術刊行物出版補助 … �個人研究または他の者との共同研究により出版したもので、本学大学院博士
後期課程における学術研究の成果としてその価値を認められるものに経費の
２分の１以内で 500,000 円を限度とし、印刷製本費を補助します。

　※�上記の各種制度には、採択額や採択件数に限度を設けています。詳細については入学時のガイダンスで説明
を行います。

研究支援・奨学金等制度
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（3）その他の奨励制度
　◆入学金の減免措置
　　�　本学大学院博士後期課程については、本学大学院の博士前期課程・修士課程を修了見込みで、引き続き本

学博士後期課程に進学する場合の入学金は免除します。

■奨学金制度
　�　本学大学院では、学生生活を経済的な面から支えるために以下の独自奨学金などを用意するとともに、各種

の公的あるいは民間の奨学金を紹介・斡旋するなど、厚生支援制度についても充実をはかっています。
　　詳細は、入学後にスチューデントセンターで相談してください。

（1）本学独自の奨学金制度
　◆『京都橘大学経済援助給付奨学金制度』
　　�　経済的理由により修学困難な学生に対し、学業を継続させることを目的とした奨学金です。家計基準や成

績基準等により選考し、給付額は授業料相当額以内または授業料・教育充実費相当額以内です（返還不要）。
　◆『京都橘大学緊急就学援助奨学金制度』
　　�　自然災害被災、学費負担者の失職・廃業・自己破産・離別・病気などにより家計が急変したと認められた

場合、選考により給付を行います（返還不要）。
　◆『京都橘大学私費外国人留学生授業料減免制度』
　　�　私費外国人留学生に対して、経済的に修学が困難と認められる場合、授業料の 30％または 15％の減免を実施して

います。入学後、各人の申請により審査の上、適用します。
　◆『京都橘大学留学生経済援助給付奨学金』
　　�　私費外国人留学生で経済的に修学が極めて困難な留学生対象の奨学金です。給付額は毎月 30,000 円です。 

年１回募集し、給付は若干名です。
　◆『京都橘大学大学院工学研究科工学専攻※博士後期課程研究奨励奨学金』
　　�　すでに企業等で高度な研究や職務実績のある志願者を広く社会人入学試験で募り、本学の博士後期課程で

さらに研究を進めることで、博士の学位を持った高度専門人材を社会に輩出し、これからの社会発展を推進
します。

　　【対 象 者】　下記の条件をすべて満たす者
　　　①工学研究科工学専攻※博士後期課程へ専願で入学を希望する者
　　　②�社会人入学試験で出願する者（本学大学院の工学研究科博士前期課程、情報学研究科修士課程に社会人

入学試験で入学し、修了または修了見込みで出願する者を含む）
　　　③�特に優秀な研究または職務実績を持ち、出願までに本学の工学研究科長（2027 年度入学試験について

は情報学研究科長）から推薦を受けた者
　　【選考時期・方法】
　　�　採用希望者は「研究科長が作成した奨学生採用に係る推薦書」を入試の出願時に提出してください。合否

判定と同時に奨学生採用の選考をします。
　　【給 付 額】　年間学費（入学金・入学時のみ、授業料、教育充実費） 相当額
　　【給付方法】　学費からの減免
　　【採用人数】　各年度入学定員の半数を上限とする
　　【給付期間】　１年間。２年目以降は継続審査有
　　�　本奨学金の詳細および申請方法等については、入学部（TEL：075-574-4116）へ相談するか、入学試験

要項（2026 年９月上旬発行予定）をご確認ください。

　　　※�仮称。2027 年４月に工学研究科工学専攻博士後期課程（仮称）を開設予定（設置構想中）。それに伴い、情報学研究科情報学専攻修士課程から工学研
究科工学専攻博士前期課程に名称および課程の変更予定。計画は予定であり、変更する可能性があります。
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託児所情報
　本学キャンパス内に託児所はありませんが、大学周辺に、一時保育のサービスを行っている保育
園等があります。託児サービスが必要な場合は、以下の連絡先にお問い合わせください。

おおやけこども園 TEL. 075-581-6879 ／ 椥辻こども園 TEL. 075-594-1095

研究支援・奨学金等制度 （3）その他の奨励制度
　◆入学金の減免措置

　本学大学院博士後期課程については、本学大学院の博士前期課程・修士課程を修了見込みで、引き続き本
学博士後期課程に進学する場合の入学金は免除します。

■奨学金制度
　本学大学院では、学生生活を経済的な面から支えるために以下の独自奨学金などを用意するとともに、各種
の公的あるいは民間の奨学金を紹介・斡旋するなど、厚生支援制度についても充実をはかっています。
　詳細は、入学後に担当窓口で相談してください。

（1）本学独自の奨学金制度
　◆『京都橘大学経済援助給付奨学金制度』

　経済的理由により修学困難な学生に対し、学業を継続させることを目的とした奨学金です。家計基準や成
績基準等により選考し、給付額は授業料相当額以内または授業料・教育充実費相当額以内です（返還不要）。

　◆『京都橘大学緊急就学援助奨学金制度』
　自然災害被災、学費負担者の失職・廃業・自己破産・離別・病気などにより家計が急変したと認められた
場合、選考により給付を行います（返還不要）。

　◆『京都橘大学私費外国人留学生授業料減免制度』
　私費外国人留学生に対して、経済的に修学が困難と認められる場合、授業料の 30％または 15％の減免を
実施しています。入学後、各人の申請により審査の上、適用します。

　◆『京都橘大学留学生経済援助給付奨学金』
　私費外国人留学生で経済的に修学が極めて困難な留学生対象の奨学金です。給付額は毎月 30,000 円です。
年１回募集し、給付は若干名です。

（2）日本学生支援機構貸与奨学金制度
　この奨学金制度は、「教育・研究者、高度の専門性を要する職業人の養成」を目的に、国の育英奨学事業と
して行われているものです。大学院生を対象に、大学において学業ならびに経済事情について書類選考を行い、
必要に応じて面接の上、日本学生支援機構に推薦するもので、奨学生として採用されると、最短修業年限の終
期まで貸与されます。
　貸与額などの詳細は、以下のとおりです（2025 年度現行）。

ａ．第一種（無利子）
　　博士前期課程…………………月額 50,000 円、または 88,000 円から選択
　　博士後期課程…………………月額 80,000 円、または 122,000 円から選択
ｂ．第二種（有利子）
　　月額 50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・150,000 円の５種類より選択

　また、第一種奨学金の貸与を受けた学生で、貸与期間中に特に優れた業績を挙げた者として日本学生支援機
構が認定した人を対象に、その貸与奨学金の全額または半額を返還免除する制度があります。

（3）その他
　上記のほか、大学院生一般、あるいは特に私費外国人留学生を対象とする各種外部団体の奨学金などがあり
ます。詳細は、入学後に順次、本学ポータルサイトで案内します。
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（2）日本学生支援機構貸与奨学金制度
　�　この奨学金制度は、「教育・研究者、高度の専門性を要する職業人の養成」を目的に、国の育英奨学事業と

して行われているものです。大学院生を対象に、大学において学業ならびに経済事情について書類選考を行い、
必要に応じて面接の上、日本学生支援機構に推薦するもので、奨学生として採用されると、最短修業年限の終
期まで貸与されます。
　　貸与額などの詳細は、以下のとおりです（2026 年度現行）。
　　ａ．第一種（無利子）
　　　　博士前期課程…………………月額 50,000 円、または 88,000 円から選択
　　　　博士後期課程…………………月額 80,000 円、または 122,000 円から選択
　　ｂ．第二種（有利子）
　　　　月額 50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・150,000 円の５種類より選択
　�　また、第一種奨学金の貸与を受けた学生で、貸与期間中に特に優れた業績を挙げた者として日本学生支援機
構が認定した人を対象に、その貸与奨学金の全額または半額を返還免除する制度があります。

（3）大学院修士段階における「授業料後払い制度」
　�　大学院修士段階（修士課程・博士前期課程）の大学院生を対象とした制度で、在学中の授業料を国が立て替
え、大学院修了後、所得に応じて返還することで、授業料を「後払い」とする仕組みです。
　�　本学は本制度に対応しています。制度の利用を希望する方は、入学手続前にスチューデントセンター
（TEL:075-574-4114）にお問合せください。

（4）その他
　�　上記のほか、大学院生一般、あるいは特に私費外国人留学生を対象とする各種外部団体の奨学金などがあり
ます。詳細は、入学後に順次、本学ポータルサイトで案内します。
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事前相談について

過去の入学試験問題の送付に関するご案内

　出願に先立ち、志望する研究科の教員と事前に相談することができます。事前相談にあたっては、
以下の申込フォームから必要事項を記載の上、申し込んでください（出願後は受付できません）。
　◯必要事項
　【氏名（フリガナ）】【住所】【メールアドレス】【電話番号】【最終学歴】
　【志望する研究科・専攻・課程および分野・領域・コース等】【希望する具体的な研究テーマ（あれば）】
　【相談したい教員（あれば）】
　◯申込フォーム
　　https://forms.office.com/r/P0FiDvHY62

　過去２年間の入学試験問題を受験希望者本人の請求に限ってお送りします。なお、一部の入学試験にお
いて、過去２年間に実施実績がないものもありますので、あらかじめご承知おきください。
　入学試験問題の送付を希望される方は、受験生サイト・電話・E-mail のいずれかで、本学入学部までお
申し込みください。また、入学部窓口でも配付しますので、アカデミックリンクスの２階入学部までお越
しください。
　なお、E-mail でお申し込みの場合は、志望研究科・専攻・課程および氏名・住所・電話番号を明記して
ください。

※�ご登録された個人情報は、過去問題の送付および本学大学院に関わる案内資料の送付以外の目的で使用するこ
とはありません。また、個人情報の変更・削除については、すぐに対応します。以下の連絡先までご連絡くだ
さい。

京都橘大学　入学部　〒607-8175　京都市山科区大宅山田町34

TEL.075-574-4116（入学部直通）
E-mail admis@tachibana-u.ac.jp　URL https://www.tachibana-u.ac.jp/admission/

※看護学研究科博士後期課程の事前相談は、32ページ掲載の研究指導担当教員に直接ご連絡ください。

過去の入学試験問題の送付に関するご案内

京都橘大学 入学部　〒607 8175　 京都市山科区大宅山田町 34
TEL.075 574 4116（入学部直通）　FAX.075 574 4123
E-mail	admis@tachibana-u.ac.jp　URL	https://www.tachibana-u.ac.jp/admission/

　入学試験問題の送付を希望される方は、受験生サイト・電話・FAX・E-mailのいずれかで、本学入学部
までお申し込みください。また、入学部窓口でも配付しますので、アカデミックリンクスの２階入学部ま
でお越しください。
　なお、FAX・E-mailでお申し込みの場合は、志望研究科・専攻・課程および氏名・住所・電話番号を明
記してください。

【氏名（フリガナ）】【住所】【メールアドレス】【電話番号】【最終学歴】
【志望する研究科・専攻・課程および分野・領域・コース等】【希望する具体的な研究テーマ（あれば）】

事前相談について

○必要事項

○申込フォーム
https://forms.office.com/r/P0FiDvHY62

　出願に先立ち、志望する研究科の教員と事前に相談することができます。事前相談にあたっては、
以下の申込フォームから必要事項を記載の上、申し込んでください（出願後は受付できません）。

※ご登録された個人情報は、過去問題の送付および本学大学院に関わる案内資料の送付以外の目的で使用するこ
とはありません。また、個人情報の変更・削除については、すぐに対応します。以下の連絡先までご連絡くだ
さい。

　過去２年間の入学試験問題を受験希望者本人の請求に限ってお送りします。なお、外国人留学生入学試
験や社会人入学試験等一部の入学試験において、過去２年間に実施実績がなく送付できないものもありま
すので、あらかじめご承知おきください。
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過去の入学試験問題の送付に関するご案内

京都橘大学 入学部 〒607 8175 京都市山科区大宅山田町 34

TEL.075 574 4116（入学部直通）　FAX.075 574 4123
E-mail	admis@tachibana-u.ac.jp　URL	https://www.tachibana-u.ac.jp/admission/

入学試験問題の送付を希望される方は、受験生サイト・電話・FAX・E-mailのいずれかで、本学入学部
までお申し込みください。また、入学部窓口でも配付しますので、アカデミックリンクスの２階入学部ま
でお越しください。
　なお、FAX・E-mailでお申し込みの場合は、志望研究科・専攻・課程および氏名・住所・電話番号を明
記してください。

【氏名（フリガナ）】【住所】【メールアドレス】【電話番号】【最終学歴】
【志望する研究科・専攻・課程および分野・領域・コース等】【希望する具体的な研究テーマ（あれば）】

事前相談について

○必要事項

○申込フォーム
https://forms.office.com/r/P0FiDvHY62

※看護学研究科博士後期課程の事前相談は、30ページ掲載の研究指導担当教員に直接ご連絡ください。

　出願に先立ち、志望する研究科の教員と事前に相談することができます。事前相談にあたっては、
以下の申込フォームから必要事項を記載の上、申し込んでください（出願後は受付できません）。

※ご登録された個人情報は、過去問題の送付および本学大学院に関わる案内資料の送付以外の目的で使用するこ
とはありません。また、個人情報の変更・削除については、すぐに対応します。以下の連絡先までご連絡くだ
さい。

　過去２年間の入学試験問題を受験希望者本人の請求に限ってお送りします。なお、外国人留学生入学試
験や社会人入学試験等一部の入学試験において、過去２年間に実施実績がなく送付できないものもありま
すので、あらかじめご承知おきください。
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京都橘大学 大学院案内
2026年度

文学研究科

歴史文化専攻（博士前期課程）
歴史文化専攻（博士後期課程）

情報学研究科

情報学専攻（修士課程）

看護学研究科

看護学専攻（博士前期課程）
看護学専攻（博士後期課程）

現代ビジネス研究科

マネジメント専攻（博士前期課程）
マネジメント専攻（博士後期課程）

健康科学研究科

健康科学専攻（博士前期課程）
健康科学専攻（博士後期課程）

京都橘大学 入学部


